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Serologische Studies mit Nieresgeweben.

I. Mitteilung.

Uber die Organspezifitat des Niereneiweisses.

Von

Kiyoka Kishioka.

Eingegangen am 23. Juni 1933.

Verfasser untersuchte zuerst dieser Mitteilung die Spezifitat des Nierenantigens von 

Rind, Ziege, Schwein, Hund, Kaninchen, Meerschweinchen, usw. und der Vogelnieren 

(Huhn) durch das entsprechende Antiserum von Kaninchen. Dann schied er das 
Nierenantigen weiter in Rinden- und Marksubstanz und stellte Immunsera fur diese 

beiden Teile her. Der Reaktionsgrad der Immunsera auf Antigene wurde mittels der 

Prazipitin- und Komplementbindungsreaktion gepuft und bei dieser Untersuchung die 

Prazipitinreaktion nach der Uhlenhuthschen Originalmethode and der Ogataschen

 Antikorperverdunnungsmethode angewandt, wobei man mit der letzteren die Spezifitat 

auf der Antigenseite und Antikorperseite naher unterscheiden kann.

Verf. kam zu folgenden experimentellen Resultaten:

1) Das Antinierenimmunserum reagiert am starksten mit Nierenantigen von dem 

entsprechenden Tier, doch reagiert es ungefahr parallel auch mit anderen Tiernieren
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je nach dem zoologischen Verwandsschaftsgrad. Z. B. Antirindernierenimmunserum 
reagiert zweifellos am starksten auf Rinderniere (Hauptantigen), dann folgt bezuglich 

der Reagierbarkeit die Ziegenniere.

2) Die Schweine- und Hundeniere reagiert noch schwacher, und es ist bemerkens

wert, dass die Huhnerniere, welche fur Saugetiere zoologisch weit entfernt steht, auf 

das Antiserum der Saugetierniere reagiert, wenn die Reaktion auch sehr schwach ist. 

Die Kaninchenniere reagiert schwacher als andere Saugetiernieren auch mit Antinieren 

von Kaninchen. Nach Absattigung mit Serum-antigen reagiert das Antinierenserum 

positiv mit Nierenantigen von dem Muttertier der Antigene and von anderen Tieren, 
weshalb man die relative Organspezifitat des Nierenantigens sicher bestatigen kann.

3) Das mit Serum des Tieres abgesattigte Antinierenimmunserum reagiert auch 

auf verschiedene Organe desselben Tieres, und seine Reaktionsstarke geht nach 

folgender Reihe: zu Leber and Lunge, Milz, Herz, Nebenniere, Hoden stark, Sperma

faden und Augenlinsen schwach, doch positiv.

4) Bei Absattigung mit Nierenantigen wird der Antikorper gegen Nieren voll

standig absorbiert.

Bei Antirinden- und Antimarkimmunserum zeigen sich in bezug auf Spezifitat, 

besonders auf Organspezifitat gleiche Verhaltnisse wie bei Nierenantiserum, dock scheint 

mir das Antimarkimmunserum hinsichtlich der Organspezifitat scharfer zu sein als 

Antirindennierenserum, weil es (das Antimarkimmunserum) mit Linsenantigen positiv 

reagieren kann.

5) Man kann mit der Komplementbindungsreaktion zu dem gleichen Resultat 

kommen, wenn man die Untersuchung nach der Antikorperverdunnungsmethode aus

fuhrt. (Autorefcrat).
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文 獻

第1章　 緒 論

輓近免疫 學 ノ進歩 ト共 ニ,抗 原性 ニ關 スル研究 ノ,愈 々微 ニ入 リ細 ヲ穿 ツニ ツ レ,臟 器蛋 白

ノ特 異性 ニ關 スル ガ如 キ檢索 ハ,ヨ シ之 ガ免疫 學 ニ於 ケル抗 原性 問題 ノ,一 小 部門 ヲ形 作ル ト

雖 モ,今 日爾餘 ノ攻究 諸案 件 ニ比 シ,輕 視 セラルル ノ傾 向 ニァルハ,否 定 スル コ ト能 ハズ,印

チ這 ハー ツニ本 問題 ガ, 1, 2臟 器 ヲ除 ク時 ハ,其 ノ研 究要約 ノ簡 易ナ ラザル ト共 ニ實驗成績 ノ

必 ズ シモ,明 瞭 ナラザル點 等 ニ於 テ,研 究對象 トシテ他 ニ比 シ,比 較 的至難 ナル ガ爲 ニ,爾 餘

ノ研 究成果 ニ比 シテ,一 籌 ヲ輸 スル ノ憾 アル ニ起 因 スル モノナラ ンカ.

サ レド飜 ツテ考 フルニ,種 屬特異性 ノ研究 ト共ニ臟 器特異性 ノ問題ハ,依 然 トシテ免疫學上

極 メテ重要ナルレ項目ヲナシ,忽 諸ニ附 シ得ナイノミナラズ.且 又之 ガ實際上 ニ於テ,其 ノ應用

ノ範圍 ノ點 ヨリ觀察 スルモ,其 ノ關 スル所ハ蓋 シ狹少 ナラズ,即 チ在來 ヨリ注目セラルル法醫

學竝ニ生物學 ニ於 テ分類,或 ハ鑑別上 ノ有カ ナル補助研究方法 トシテ,有 意義ナルハ勿論特ニ

臟 器特異性 ノ檢索ハ,單 ニ形態學 トノ關聯ニ止マラズ.進 ンデハ當該臟器ノ生理竝ニ病理的機

能 ニ光明ヲ與 フル等,其 ノ期待 スル ノ境地ハ,蓋 シ狹少ナラズ ト言 フベ シ.

茲 ニ於テ余ハ,恩 師緒方数授指導ノ下ニ,廣 ク腎臟 ニ關 スル血清學的研究 ヲ企圖 シ,先 ヅ腎

構 成組織蛋白 ニ就キ其 ノ特異性 ヲ審 ニシ,次 デ腎臟 ニヨル同種及 ビ自家抗 體産生問題 ニ進 ミ,

更 ニ轉 ジテ腎臟 ニ於テモ亦脾臟或ハ骨髄等ノ如 ク免疫體産生地 タリ得ル事 テ實證 シ,最 後 ニ各

種臟器免疫血清ヲ使用 シ,腎 臟排泄機能 ニ及 ボス影響如何ヲ檢索 シ,聊 カ茲 ニ興味アル成績 テ

得 タ リト信 ジタ レバ逐次報告 セントス.
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第2章　 文 獻 ノ 概 況

臟 器 蛋 白 ガ 保 有 ス ル種 屬 竝 ニ臟 器 特 異性 ハ問題 ハ

遠 ク1899年Bordet n. Tichistovitch1) 2)兩 氏 ハ鶏 血

球 及 ビ鰻 血 清 ヲ以 テ セ ル,家 兎 免 疫 血清 ニ就 キテ ノ

實 驗 以 來,茲 ニ其 ハ源 ヲ發 シ,爾 來 令 日 ニ至 ル マ デ

之 ガ多 數 學 者 ノ攻究 ス ル所 トナ リ,從 ツテ 之 等 ニ 關

ス ル研 究 業 績 ハ,擧 ゲテ 數 フル ノ遑 ナ シ.今 茲 ニ其

ノ1, 2ニ 就 キ,之 ヲ文 獻 ニ求 メ ンカ,即 チ幾 多 ノ臟

器 蛋 白 中眼 水 晶 體 ハUhlenhuth3)氏 ニ ヨ リテ,初 メ

テ 血 清 其 ハ他 一般 臟 器 蛋 白 トハ ナ リテ 種 屬 特 異 性 ヲ

全 ク缺 キ,絶 對 的臟 器 特 異性 ハ ミヲ 示 ス ト報 ゼ ラレ,

次 ヂ血 清 ハBordet u. Tichistovitch1) 2), Salus4),村

上5)氏 等 ニ ヨ リ絶 對 的 種 屬 特 異 性 ノ ミヲ有 シ,臟 器

特 異 性 ハ保 有 セ ズ ト提 唱 セ ラ レタ リ.

之 等 兩 種 ノ者 ヨ リ稍 々 明 瞭 度 ニ於 テ 劣 ル モ, Mo

xter6), Metalnikov7), Landsteiuer8)ノ 諸 氏 ハ精 細 胞

ニ, Dumbar9)氏 ハ 血球 ニ. Hess u. Romer10),中 村11),

村上5)氏 等 ハ 葡 萄膜 ニ就 キテ 種 屬 竝 ニ臟 器 特 異 性 ヲ

有 スル モ ハナ ル コ トヲ報 告 セ リ.

又Weihardk12), Liepmann13)氏 等 ハ 胎 盤 組 織 ノ臟

器 特 異 性 ヲ認 メ, Forssner14)氏 ハ 肝,腎,膵 臟 等 ニ

就 キ其 ハ「ヌク レオプ ロテ イ ド」ニ ヨ リMichaelis u.

 Fleigchmann15)氏 等 ハ肝 臟 ニWolf u. Halkern16),中

野17)ハ 諸 氏 ハ 肝,腎 ニ,又 田 中18)氏 ハ 各種 粘 膜 ニ,

 Hertle u. Pfeiffer19)氏 等 ハ海 〓 ノ諸臟 器 ニ就 キ,

 Guerini氏 ハ馬,犬 ハ肝,牌 臟 ニ , Schutze及 ビSalus20)

氏 ハ 筋 肉,肝,腎 臟 ニ關 シテ其 ノ特 異 性 ハ有 無 ヲ檢

索 シ,孰 レモ其 ノ存 在 ヲ認 メ タ リ.又Pessek22)氏

ハ 硝 子 體 ヲ以 テ, Fleischnig u. Salus23)氏 等 ハ葡 萄

膜 ニ, Hektoen u. Schulhof24)ハ2氏 ハ 甲 状 腺 「ク ロ

ブ リ ン」 ニKrusius25)氏 ハ 爪 甲 及 ビ毛 髪 ヲ以 テ免 疫

シ得 タル家 兎 血 清 ニ就 キ テ臟 器 特 異 性 ヲ檢 索 シ,是

レ又 特 異性 ハ存 在 ヲ報 ズ.

以上 ハ諸氏ハ,其 ノ特異性 ノ檢索ニ當 リ,敦 レモ

沈 降 反 應,補 體 結 合 反 應 竝 ニ過 敏 症 反 應 ヲ應 用 シ タ

ル モ ハナ リ.竝 ニ細 胞 毒素Cytotoxinノ 生 活 細 胞 ニ

及 ボ ス作 用 ニ ヨ リ特 異 性 ヲ求 メ ン トシ タ ル モ ハ ア リ

即 チMetschnikoff氏 一 派 ニ ヨ リヲ提 唱 セ ラレ タ ル

所 ニ シテ, Bordet氏 ハ赤 血球 溶解 毒 ノ研 究 ニ創 リ,

 Dungern26)氏 ハ纎 毛 細 胞 毒 素 ノ纎 毛 運 動 停 止 作 用 ハ

發 見 ヨ リ,之 ガ研 究 ノ端 ヲ發 シ,精 細 胞,白 血球 ハ

如 キ遊 離 細 胞 ハ外,肝,腎,消 化 管 粘 膜 或 ハ 其 ハ他

粘 膜 上 皮 細 胞,肺,唾 液 腺,膵,副 腎,神 經細 胞,

其 ノ他 ノ臟 器 ニ 就 キ テ,多 クハ 一 定 ノ臟 器 竝 ニ種 屬

特 異 性 ノ存 在 ヲ立 證 セ リ.即 チ,今 之 ヲ 腎 臟 毒 素

Vephrotoxinニ 關 スル モ ハニ 就 キ,其 ノ研 究 ノ跡 ヲ

尋 ネ ンカ,先 ヅLindemann27)氏 ハ 腎 乳 劑 ニ ヨル 抗

海 〓 免疫 血 清 ノ家 兎 ニ尿 毒 症 ヲ惹 起 セ シ メ得 ルハ,

一 ニ本 毒 素 ハ作 用 ニ ヨル ト唱 へ,其 ノ特 異 性 ヲ認 メ,

 Bierry28)氏 ハ1側 腎 動脉 ヲ結 紮 シテ,以 テ 他 側 腎

臟 ニ變 性 ヲ起 ス ヲ觀 察 シ,腎 毒 素 ハ産 生 ノ爲 メ トナ

シ,其 ノ特 異 性 作 用 ヲ以 テ,臟 器特 異 性 ア リ ト斷 ジ,

 Anzilotti29)氏 モ亦 家 兎 ノ1側 輸 尿 管 ヲ結 紮 ス ル時 ハ

他 側 腎臟 ニ病 的 變 化 ヲ惹 起 セ シ メ得 ト言 ヒ, Castai

gne30)氏 ハ1側 腎 臟 ヲ壓 挫 シテ,他 側 腎 ニ變 化 ヲ發

生 セ シ メ, Suner31)氏 ハ兩 側 腎臟 ニ截 開 手 術 ヲ行 フ

時 ハ,術 後24時 間 以上36時 間 後 ノ血 清 ハ,動 物

ニ 對 シテ 毒 性 ヲ有 シ,蛋 白 尿 ヲ出 現 セ シム ト述 べ,

 Kaspenberg32)氏 ハ本 作用 ヲ 自家 腎 臟 毒 素 ノ作 用 ニ

因 ル モ ハナ リ ト論 ジ,其 ノ特 異性 ヲ説 キ, Nefedieff33)

氏 ハ 海 〓 腎 臟 乳 劑 ヲ以 テ家 兎 ヲ免 疫 シ得 タ ル血 清 ハ

海 〓 ニ對 シ蛋 白 尿 ヲ發 生 セ シメ,腎 臟 ニ充 血 或 ハ變

性 ヲ誘 發 セ シ ム ト, George u. Wilson34)氏 ハPearce35)

氏 ノ同 種 腎臟 毒 素 ノ業 績 ヲ追 試 シ,腎 臟 ニ一 定 ノ變

化 ヲ發 生 セ シ メ,次 ヂ 腎臟 ヲ以 テ 此 血 清 ニ 就 キ吸 収

試 驗 ヲ行 ヒ,其 ノ特 異 性 ヲ有 ス ル コ トヲ證 明 セ リ.

然レドモ以上論述 シタル臟器 ハ有スル臟器特異性
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ハ常 ニ絶 對 的 ノ モ ノニ非 ラ ズ シテ, Woltmann, Ar

mannd, Delille36)氏 等 ノ主 張 ス ル ガ如 ク,臟 器 ヲ構

成 セ ル 臟 器 蛋 白 ハ常 ニ或 ル1群 ノ臟 器 ニ於 テ,其 ノ

共 通 性 ヲ有 シ,他 ノ1群 ノ臟 器 トハ 共 通 性 ナ リ,一

面 自 己 ノ特 異 性 ヲ保 有 シ,一 面 種屬 ノ特 異 性 ヲ保 ツ

複 雑 ナ ル抗 原性 蛋 白 ノ集 合 ト見 ル ヲ至 當 トス ル ニ至

レ リ.即 ヂ久 シ ク絶 對 的臟 器 特 異性 ノ ミヲ有 シ,他

臟 器 蛋 白 トハ,共 通 性 ナ シ トセ ラ レ タル水 晶 體 蛋 白

モ,近 時 ノ精 細 ナル 血 清 學 的 檢 索 ノ結 果 ニ依 レ バ,

後 藤37),畑 教 授38),後 藤 義 貞39)氏 等 ノ報 告 ニ見 ルガ

如 ク,明 カ ニ肝 臟,腎 膜,小 腸 粘 膜 ト一 部 共 通 性 蛋

白 ヲ有 ス ル モ ノナ ル事 ヲ證 明 セ ラ レタ リ.

尚 ホ同 時 ニKrusius40),後 藤37),筑 波41),栗 本42),

吾 ガ教 室 ノ先 輩 牧 野43)氏 等 ニ ヨ リテ,茲 ニ ア ル程 度

ノ種 屬 特 異 性 ヲ モ具 備 ス ル モ ノナ ル事 ヲ報 告 セ ラル

ル ニ至 レ リ.

又 血 清 ニ關 シテ モ,山 崎44),佐 藤45)氏 等 ハ種 屬 特

異 性 ヲ有 ス ル ト同 時 ニ,明 カ ニ相 對 性 臟 器 特 異 性 ノ

認 ム ベ キ モ ノナ ル事 ヲ主張 セ リ. 其 ノ他Moxter6),

 Rosenthal46)氏 等 ハ精 細 胞 ト赤 血 球 ノ共 通 性 ヲ,

 Ascoli u. Feigari47)ノ 諸 氏 ハ 腎 ト中 樞 神 經 細 胞,

 Sata48)氏 ハ 腎,肝 及 ビ中 樞 神 經 ト, Fleischer49)氏 ハ

肝 ト腎 ヲ,絹 川50)氏 ハ 唾 液 腺 ト腎 及 ビ肝 臟 ニ,又 畑

教 授51)ハ 葡 萄 膜 ト腎 及 ビ肝 等 ノ間 ニ於 ケ ル著 シ キ相

關 性 ヲ證 明 セ ラ レ.山 内52)氏 モ亦 海 〓 竝 ニ家 兎 ニ就

キ腎,肝,脾,肺,心.筋 肉,腦 等 ニ於 テ 補 體 結 合

反 應 及 ビ吸収 試 驗 ニ ヨ リ,各 種 臟 器 ノ特 異 性 ト肝,

肺,腎 ノ共通 性 ヲ認 メタ リ.

サ レ ド又 他 方Salns, Much53)氏 等 ノ如 キハ,極 端

ニ一般臟器蛋白 ノ特異性ヲ否定 シ,種 屬ヲ異ニシ臟

器ヲ別ニスルモ,相 互ニ共通スト説ク.凡 ソ斯 クノ

如ク或者ハ絶對的種屬特異性 ヲ,或 者ハ絶對的臟器

特異性ヲ主張 シ,或 者ハ臟器蛋白特異性 ニ關 シ,之

ヲ否定 シ,又 或者ハ臟器特異性 ト同時ニ.種 屬特異

性ヲモ具備スルモノナ リト説キ,諸 説紛々 トシテ,

未 ダ其 ノ歸一 スル所ヲ知ラザルノ有様ナリ.這 ハ實

驗材料 タルベキ臟器蛋白ノ構造 ノ頗ル複雜ヲ極 ムル

事,臟 器ニヨリ,或 ハ動物 ノ種類ニヨリ其 ノ趣キヲ

異ニシ,他 方特異性ヲ判定セ ソガ爲 ニ,用 ヒラルル

血清學的諸反應 ノ一 ニシテ盡キザル ト同時ニ,其 ノ

不備等ニモ,起 因スルモノナランカ.

然 ルニ近時研究 ノ歩,益 々進 ミ免疫方法 ノ改良竝

ニ反應檢索 ノ法ニ專 ラ意ヲ用 ヒ,遂 ニ吾ガ緒方教授

ノ稀釋沈降反應54)ノ案出セラルルニ及ビ,所 謂結合

帯 ノ利用ニヨル沈降素價 ノ決定ニ依 リテ,サ シモ紛

糾セル本間題モ,解 決 ノ曙光ヲ認ムルニ至 レリ,

即チ吾ガ教室ニ於テ須之内55)氏ハ血清ニ牧野56),

後藤 義貞57)兩 氏 ハ硝子 體竝 ニ水 晶體ニ關シ,又 大

城58)氏 ハ生殖腺臟器 ニ,城59)氏 ハ皮膚蛋白ニ,佐

伯60)氏 ノ纎維素原及 ビ胎盤組織ニ於ケル檢索ノ如ク

稀釋沈降反應竝ニ之 ニ準據 セル補體結合反應 ノ應用

ニヨリテ,各 々特異性如何 ノ檢索 ヲ試 ミ,甚 ダ興味

アル而モ明確ナル成績 ヲ得テ,既 ニ其 ノ詳細 ヲ發表

セラルル所アリ.

余 モ既ニ前章ニ於 テ述ペタルガ如 ク,腎 蛋白ノ特

異性ノ檢索ニ志シ,吾 ガ教室 ノ抗體稀釋法ニヨリ聊

力得 タル所 アリト信 ジタレバ,茲 ニ其 ノ成績ノ詳細

ヲ發表シ,以 テ先輩諸賢 ノ示教 ヲ乞ハント欲ス.

第3章　 實驗材料竝ニ實驗方法

第1節　 實 驗 方 針

水晶體,精 絲,血 液成分等 ノ如キ,臟 器組織蛋白

ノ比較的單 一性ヲ有 スル材料ヲ以テスルノ實驗ニ反

シ,本 實驗ニ使用 スルガ如 キ臟器ハ,血 管,淋 巴管,

結締組織,神 經組織或ハ滑平筋等 ノ各種組織ヲ混ジ,

加 フルニ血液成分 ノ含有ヲ伴ヒ單一性抗原材料ヲ得

ル事ハ甚ダシク困難ナリ.然 レドモ余ハ可及的之等
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臟器 不必要成分ノ除却ニ努 メ,以 テ單一性抗原材料

ノ調製ニ勉 メタリ,

而 シテ抗原材料調製後ハ,牛,山 羊,豚.犬,家

兎,鶏 等ノ各種腎臟 ヲ以テ,免 疫 シ得 タル免疫家兎

血清ニ就キテ,各 種腎臟蛋白相互關係竝 ニ腎臟蛋白

ト同種他臟器 トノ近似性ヲ明カニシ,更 ニ一歩ヲ進

メ腎組織ヲ皮質及ビ髓質 ノ兩成分ニ區分 シ,之 等ニ

對スル各種腎臟蛋白竝ニ同種他臟器蛋白 トノ相互關

係ヲ調査セリ.而 シテ檢査法 トシテハ,沈 降反應及

ビ補體結合反應ヲ採用 セリ.之 等免疫反應ノ顯出ニ

當 リ,抗 原及 ビ抗體 ノ量的相互關係ノ重要ナル因子

ヲナスハ勿論ニシテ,吾 ガ教室 ノ先輩須之内55)氏ハ

既 ニ此點 ニ着 目セラレ,從 來Uhlenhuth氏 沈降反應

法ニヨル,諸 家 ノ成績 ニ懸隔 ノ見 ラレタル血清蛋白

ノ所謂近親反應モ,緒 方氏抗體稀釋沈降反應法 ニ據

レバ,常 ニ一定 ノ主副關係 ノ明瞭ナルヲ認 メ得ルモ

ノナルコトヲ提唱セラル.ヨ ツテ余ハ吾ガ教室 ノ主

意ニ則 リ,緒 方氏抗體稀釋沈降反應法竝 ニ之ニ準據

セル抗體稀釋 ノ下ニ,補 體結合反應 ヲ行 ヒ,抗 原及

ビ抗體 ノ量的關係ニ留意シ,成 績 ノ確實ヲ期 シタリ.

尚 ホ同時ニ其ノ結果ヲUhlenhuth氏 法 ニヨル成績 ト

併セ比較檢討ヲ加ヘタリ.

第2節　 抗 原 ノ 製 法

抗原タルべキ腎臟ハ,之 ヲ哺乳動物ヨ リ鳥類ニ至

ル牛,山 羊,豚,犬,家 兎,海 〓,鷄 ノ7種 動物ヨリ

採取セ リ.牛,豚 ノモノハ,屠 畜場ヨリ新鮮ナルモ

ノヲ購入 シ,其 ノ他ハ自家飼養中ノモノヨリ適宜求

タリ.即 チ腎臟採取 ニ當 リテハ,小 動物ハ1側 頸動

動脉ヲ切斷放血死ニ陥ラシメ,以 テ可及的血液成分

ノ除去セラレタル後別出セリ.斯 クシテ得 タリ腎臟

ハ,一 旦生的理食鹽水ニテ,數 囘洗滌 シ腎被膜 ヲ剥

離シタル後,剪 刀某 ノ他 ノ器具 ニテ細切シ,一 定 ノ

用器中ニ収 メ,流 水ニヨリ長時間 ニ亙 リテ,充 分洗

滌ヲナシ,洗 滌液中ニ全ク泡沫 ノ生ゼザル程度 ニ至

リテ止メ,之 ヲ更ニ碎肉器ニ掛 ケテ挽肉 ノ如 クナシ,

吸取紙上ニテ脱水 シツツ,迅 速血清乾燥器中ニ入 レ,

熟 ヲ加 フル コ トナ ク,速 ニ乾 燥 セ シメ タ リ.

腎臟皮質竝ニ髓質 ノ抗原調製ハ,特 ニ留意シ所要

腎臟 ヲバ縦斷半切シタル後,兩 者ノ境界部ヲ目標 ト

シ,可 及的兩成分ノ混入ヲサケツツ兩組織成分ニ區

分セリ.

腎 以外 ノ諸臟器モ亦腎 ノ場合 ト大體同様ナル方法

手技ニ據 リ,臟 器細片乾燥物ヲ調製セ リ.然 ル後之

等臟器抗原ハ,鹽 化石灰ヲ充 タセル減壓乾燥瓶中ニ

密閉貯蔵 シ,重 量ノ一定スルニ至 リテ,隨 時使用セ

リ.斯 クシテ材料ノ腐敗ヲ防グト共 ニ,用 ニ臨 ミテ

毎常可及的同襟ナル濃度ノ抗原調製ニ資セント勉メ

タ リ.

第1項　 免疫用抗原ノ製法

所要 ノ腎臟乾燥細片ヲバ,免 疫用家兎體重毎1kg

ニツキ0.1gノ 割合 ニ秤量 シ,清 潔ナル乳鉢中ニ収

入,太 キ乳棒ヲ用ヒ,硝 子ノ小片 卜共ニ,ヨ ク研磨

破碎 シタル後, 0.85%生 理的食鹽ヲ先ヅ2cc注 加 シ,

再 ビ充分研磨攪拌シ,全 ク泥状 卜化セシメ漸衣食鹽

水ヲ注加シ全量ヲ10㏄ ニ達セシム.斯 クシテ造 リタ

ル粥状 ノ乳劑ハ,之 ヲ太キ試驗管ニ移 シ,時 々強ク

振盪シツツ,一 夜氷室内ニ放置 シ,充 分腎蛋白ノ滲

出ニ努ム.吹 デ翌日之ヲ輕 ク遠心器 ニ装 ヒ,有 形成

分ヲ除キ,尚 ホ溷濁セル上清 ヲ採 リ,暫 時室温ニ放

置セル後,免 疫用抗原 トシテ使用セリ.

余 ハ本 抗 原調 製 ニ當 リ,其 ノ多 ク ハ56℃ ニ30分

温 槽 中 ニ テ,加 温 非働 性 トナ サ ザ リシ モ,唯 豚 ヨ リ

得 タル抗 原 ニ於 テ ハ,毒 性 強 ク屡 々 動 物 ヲ シテ 死 ニ

陥 ラ シ メ,損 フ コ ト多 キ ヲ以 テ,該 加 熟 ヲ施 シ,其

ノ毒 性 ヲ減 弱 セ シ メ タ リ.
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第2項　 反應用抗原ノ製法

特ニ沈降反應檢査ニ當 リテ,反 應用抗原 トシテ,

最 モ重要ナル點 ノーハ,全 ク透明ニシテ,而 モ一定

濃度 ノ所要臟器固有蛋白含有臟器浸出液タル事ナリ

トス.之 ガ製法ニ際シテハ,周 到ナル注意 卜,熟 練

トヲ必要 トスべシ.余 ハ之ガ調製ニ臨 ミ,次 ノ如 キ

方法ニ據 リ,即 チ既述 ノ方法ニヨリテ,作 製貯藏セ

ル乾燥腎臟,或 ハ其 ノ他ノ臟器細片,又 ハ粉末ノ0.3g

ヲ,天 秤ニテ精密ニ秤量シ,清 潔ナル乳鉢内ニテ,

精 製金剛砂又ハ硝子小片 ト共ニ,太 キ乳棒ニヨリ,

力強ク研磨破碎 シ,可 及的細胞 ノ破壊ニ努メ,然 ル

後之ニ先ヅ085%ノ 生理的食鹽水 ノ少量ヲ加へ,再

ビ充分研磨攪拌スル時ハ,全 ク泥状 ト化スルニ至ル

ベシ.而 シテ,更 ニ注加スべキ食鹽水 ノ量ハ,臟 器

ノ種類ニヨリテ,多 少其ノ趣キヲ異ニスルモ,大 略

10㏄ ヲ目標 トナシ,附 加 シツツ攪拌ス.吹 デ大試驗

管ニ移注シタル後,暫 時室温ニ放置 シ,其 ノ間時々

強 ク振盪操作ヲ加へ,更 ニ凡 ソ24時 間以上氷室内ニ

靜置ス.斯 クテ臟器蛋白 ノ充分滲出スルヲ待チ,翌

日56℃ ニ30分 間温槽中ニテ加温 シタル後, 1分 間

3,000囘 以上 ノ廻轉數ヲ有スル,強 力遠心器ニ装ヒ,

遠 心分離 ヲ行フ時ハ,腎,肝,脾,心,肺 臟等 ノ臟

器浸出液ハ,微 ニ帶黄緑褐色 ヲナセル,全 ク透明ナ

ルモ ノトナルべシ.又56℃ ニ30分 間温槽加温後,

尚ホ強力遠心分離 ヲ施スモ,全 ク透明化セザル臟器

浸出液ニア リテハ, 24時 間以上氷室内ニ放置 シタル

後,温 槽加温ヲ行 フコトナク,直 チニ強力遠心分離

ヲ行ヒ,固 形成分ヲ充分沈降セシメ,更 ニ其ノ上清

ヲバ, Deue Seitzfieterヲ使用 シ減壓吸引装置 ノ下ニ

泡沫 ノ發生セザル程度ニ,可 及的緩徐ニ吸引濾スル

時ハ,臟 器 ノ種類ニヨ リ多少其 ノ色彩ヲ異 ニスルモ

全ク透明ナル濾液ヲ得べシ.

次 デ得 ダル臟器浸出液 ニ就キテ,「ズルフオサ リチ

ール」酸法,又 ハ酷酸黄血鹽法ニヨリ,正 常血清 ト,

嚴密ナル比色檢査 ヲ行 ヒ,共 ノ蛋白含有量ヲ測定ス.

然 ル時ハ腎臟浸出液ニ於テハ,大 體正常血清ニ比 シ

1/50-1/100ノ 蛋白含有量ヲ示ス.本 蛋白量ハ臟器

ノ異ナルニヨ リ,甚 シク不同ナルヲ以テ抗原材料 ヲ

適宜加減 シ,其 ノ宜シキヲ得テ,可 及的1/100以 内

ノ濃厚反應用抗原ヲ得ルニ努力シタリ.

補體結合反應用抗原:其 ノ調製方法ハ,全 ク沈降

反應 ニ於 ケルモノト等 シ.サ レド本反應ニ於テハ,

毎常56℃ ニ30分 間温槽中ニテ加温シ非働性 トナシ

タルモノヲ使用セリ.

第3項　 吸収用抗原ノ製法

血清ハ,之 ヲ磁器皿ニ容 レ,迅 速血清乾燥器ニ装

ヒ,更 ニ減壓乾燥器ニ移シ充分乾燥セシメタル後乳

鉢ニテ細末 トナシタルモノヲ使用セリ.腎 臟ハ,其

ノ儘 或 ハ 兩 成 分 ニ區 分 シ タル モ ノヲ,既 述 ノ方 法 ニ

ヨ リテ 乾 燥 細 末 トナ シ タル 後,之 ヲ用 ニ臨 ミ使 用 セ

リ.

第3節　 免疫血清 ノ調製

第1項　 免 疫 用 動 物

總テ,體 重2.5kg内 外 ナル成熟健常家兎竝ニ700g前 後 ノ強壯ナル海〓 ヲ選定使用セ リ.

第2項　 免 疫 方 法

異種蛋白體注入ニヨル,動 物體 ノ抗體産生度ハ,

茲 ニ使用セントスル免疫動物 ノ種類,抗 原 ノ性状,

將又免疫方法等ニ重大ナル關係ヲ有スベシ.殊 ニ本

實驗 ノ如 キ臟器特異性竝ニ種屬特異性 ノ餘 リニ顯著
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ナ ラザ ル蛋 白 ニ就 テ ノ檢 索 ニ際 シテ ハ,免 疫 囘 數 ニ

特 別 ナ ル 顧 慮 ヲ拂 フ ノ要 アル べ ク,既 ニ之 ガ研 究 者

ナ ル 奥 田61),後 藤62), Manteufel u. Berger63)氏 等 ノ

言 ヲ以 テ ス レバ,數 囘 ニ至 ル,抗 原輪 達 ニ ヨ リテ,

造 ラ レタ ル抗 體 ハ,其 ノ 特 異 性 ヲ低 下 ス ト 説 キ,

又Ascher64), Friedberger u. Doerr65), Neufeld u.

 Handel66),庄 司67),淺 井68)氏 ノ諸 氏 ハ,抗 體 ノ産 生

ハ 使 用 抗 原 ノ多 寡 ニ ヨ ラズ ト唱 フル モ,吾 ガ教 室 ノ

遠 藤69)氏 ハ 微 量 ノ抗 原 供 給 へ 産 生 沈 降 素 量 ノ寡 少

ヲ來 ス ト主 張 セ ラ レタ リ.仍 テ予 ハ 之 等 ノ點 ヲ顧 慮

シ次述 ノ如 キ免 疫 方 法 ニ據 レ リ.即 チ乾 燥 腎臟 細 片

ヲ家兎體重毎kgニ ツキ0.1gノ 割合ニトリ,既 述 ハ

手技ニテ調製セル免疫用抗原ヲ一種類 ノ腎臟 ニッキ

2-4頭 ノ試獣 ヲ使用シ,總 テ耳静脉内ニ動物 ノ状態

ニ注意 シツツ, 3日 間 ノ間隔ヲ置キ4日 目毎 ニ5-6

囘注射 シ,其 ノ間適宜採血シテ,稀 釋沈降素價ヲ測

定 シ同一種類腎臟免疫家兎血清中最モ沈降素價高キ

モノヲ選 ビ,最 終免疫後第7日 ニ至 リ頸動脉ヨリ無

菌的ニ全採血ヲ行ヒ,血 清ヲ分離 シタル後,石 炭酸

其 ノ他 ノ防腐藥 ヲ加 フル事ナ久 滅菌試驗管中ニ収

メ,氷 塊 ト共ニ之ヲ魔法瓶中ニ貯藏 シ,隨 時實驗 ニ

使用セリ.

第4節　 檢 査 方 法

第1項　 沈 降 反 應

1927年 吾ガ緒方教授ノ創案 ニカカル抗體稀釋沈降

反應法ヲ以テ檢査ハ主體 トナシ,同 時ニUhlenhuth

氏輪環法ヲモ併施シテ,同 法ニ依ル成績 ト比較觀察

セリ.

1) Uhlenhuth氏 法

免疫血清ハ共 ノ儘,細 小試驗管底 ニ盛 リ,之 ニ生

理的食鹽水ニテ遞降的ニ稀釋セル沈降原ヲ重層 シテ

室温ニ2時 間静置シ抗原 ト免疫血清 トノ接面ニ生ズ

ル白輪 ノ最高抗原稀釋度ヲ沈降便 トセルモハナ リ.

(以下Uhlenhuth氏 法 ヲ單ニU.氏 法 ト略稱 ス).

2)緒 方氏抗髄稀釋法

緒方氏抗體稀釋法 トハ,種 々ハ濃度 ノ抗原ヲ種々

ノ濃度 ノ免疫血清ニ反應セシメ,反 應シ得ル最小抗

體濃度 ヲ知 ラントスルモノニシテ,即 チ免疫血清ヲ

10%海 〓生理的食鹽水溶液又ハ1%「 アラビアゴム」

生理的食鹽水溶液ヲ以テ遞減的ニ稀釋シ,之 等各種

稀釋液ヲ細小試驗管ノ多數列 ニ盛 リ,之 ニ豫 メ遞降

的 ニ稀釋セル沈降原ノ各々ヲ重層 シ,室 温ニ2時 間

放置シ,後 免疫血清ノ最高稀釋度 ニ現 レ來ル白輪ヲ

以テ當該血清 ノ沈降素價トス.此 際免疫血清 ノ最高

稀釋度 ト反應シ得ル抗原ノ稀釋度 ヲ結合帯 ト云ヒ,

結合帯 ト反應スル免疫血清 ノ最高稀釋度ヲ稀釋沈降

素價ト稱 ス.而 シテ此結合帯ハ,同 一免疫血清ナル

時 ハ,一 定不變ニシテ,稀 釋沈降素價ハ,共 ノ沈降

素血清中 ト沈降素量ヲ表示 ス,成 績判定ニ際シテハ,

白輪 ノ15分 以 内ニ現 ルルヲ〓 ト記 シ, 30分 以 内ニ

出現スルヲ〓, 1時 間 以内ヲ〓, 2時 間以内ニ現出

スルヲ+ト シ,其 ノ陰性ナルヲー ト記號セリ.

第2項　 補體結合反應

沈降反應檢査ニ條件ヲ近カラシメ,吾 ガ教室 ノ主

意 タル抗原及 ビ抗體 ノ量的關係ニ念慮ヲ拂ヒ,緒 方

氏抗體稀釋法ニ準據 シテ實施セ リ.即 チ沈降原竝 ニ

抗體ヲ共ニ,生 理的食鹽水ニテ稀釋 シテ檢 シ,抗 原

ノ結合帯,結 合帯ニ於ケル補體結合價 ヲ求 メタリ.

溶血系統 トシテハ,抗 山羊血球家兎免疫血清ヲ用ヒ

其ノ溶血價 ノ2倍 ヲ使用シ,之 ト2.5%山 羊血球浮

游液ヲ溶血原 トナシ,補 體ハ新鮮ナル海〓血清ヲ使

用 シ,其 ノ使用ノ都度其ノ補體價ヲ測定 シ,常 ニ其

ノ1, 2倍 量 ヲ使用 セリ,本 試驗ニ於テモ抗原,免 疫
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血清,溶 血系,食 鹽水等ニ對シテ嚴重ナル對照試驗

ヲ行ヒタルハ勿論ニシテ,而 シテ成績判定ニ當 リテ

ハ,陽 性反應判然タルヲ+ト シ,多 少ニテモ溶血ヲ

伴 ヒ,反 應 疑 ハ シキ モ ノハ ± ト定 メ,其 ノ陰 性 ナ ル

モ ノ ヲー トセ リ.

第3項　 吸 收 試 驗

臟 器 ニ依 ル 免 疫 ニ於 テハ,周 到 ナ ル 注意 ノ下 ニ操

作 ス ル モ 尚 ホ混 在 ヲ免 ヌ カ レ得 ザ ル 血清,或 ハ 其 ノ

他 ノ副 抗 原 ニ 起 因 ス ル抗 體 産 生 ヲ伴 ヒ,時 ニ成 績

判 定 上 之 ガ 爲 メ ニ 誤 謬 ニ陥 ル恐 レア リ,サ レバ,

 Weihardk70), Liepmann71)氏 以 來 吸 収 法 ヲ應 用 シテ,

特 異 性 ノ檢 索 ヲ行 ヒ タ ル モ ノ多 シ.

余モ亦吸收試驗 ヲ併施 シテ,腎 臟蛋白ノ特異性,

確實ニ判定セント努メタリ.即 チ豫メ吸収原ノ免疫

血清1.0㏄ ニ對スル量ヲ測定 シ置キ,其 ノ割合 ヲ免

疫血清ニ加へ攪拌混合シ, 37℃ ニ2時 間艀卵器内ニ

納 メ,更 ニ翌朝迄氷室ニ置キ後強力遠心沈降 シテ吸

収血清ヲ分離 シテ而シテ後實驗ニ供セリ.

第4章　 腎臟免疫血清 卜各種腎臟蛋白 トノ反應

既ニ渡邊72)氏 ノ臟器特異性 ニ關 スル膨大ナル研究 ニ於テ,腎 臟 ヲ擔任 セシ長尾73)氏 ハ,牛 腎

臟免疫家兎血清ニ就キテ,牛 腎臟及 ビ牛 ノ諸臟 器構成蛋白ノ反應度ヲ檢索 シタ レドモ,他 種動

物同名臟器 ニハ論及セザリキ.予 ハ茲 ニ於 テ更 ニ一歩 ヲ進 メ他種動物同名臟器ニモ檢索 ヲ及 ボ

サ ント欲 シ,專 ラ哺乳動物中牛及 ビ之 卜近親 ナル山羊 ヲ始 メ トシ,稍 々之等 ト遠縁 ナル豚竝ニ

犬 ニ至 リ,最 後ニ最モ遠縁ナル鳥類 ノ1種 トシテ,鶏 ナ選 定シ,以 テ之等諸種動物腎臟 ヲ主抗

原 トシタル,各 種腎臟免疫家免血清ヲ調製 シ,腎 臟蛋白質問ニ於ケル反應度 ヲ比較檢索 シ,其

ノ間 ニ存在 スル種屬竝 ニ臟器特異性 ニ就 キテ,攻 究 セント企圖 シタ リ.尚 ホ同時 ニ之等動物血

清ヲ抗原 トシタル反應ヲ對照 シ,次 デ主抗原 ト同種ノ血清 ヲ以 テ吸收試驗 ヲ行 ヒ,再 ビ同機 ノ

實驗ヲ反覆 シ腎臟蛋白ノ特異性 ニ就 テ,正 確 ニ判定センコトヲ期 シタ リ.

第1節　 牛腎臟免疫家兎血清ニ於 ケル實驗成績

第1項　 沈 降 反 應

牛腎臟免疫Nr. 2家 兎血清ニ就 キテ,沈 降反應 ヲ檢査 シタル成績 ハ,第1表 ノ如 シ.

U.氏 法 ニヨル成 績 ヲ觀 ルニ,主 抗 原 タル牛腎臟 ハ, 1:64,00迄 反 應陽性 ニ シテ,山 羊,犬,

豚,家 兎,鶏 腎臟 ハ,夫 々1:3,200, 1:800, 1:800(±), 1:400, 1:200ル 如 キ反應順位 ヲ

呈示 セ リ.即 チ主抗 原動物 タル牛 ト最 モ近親種 ナル山羊 ハ,他 種動物 ヨ リ反應度 著明 ニ シテ,

犬,豚 ニ於 テハ著 シク劣 リ,更 ニ免疫 動物 タル家 兎腎臟 ハ遙 ニ下 リ,鳥 類 タル鶏 腎臟 ニ至 リテ

ハ最 モ反 應低位 ニ ア リキ.然 レドモ免疫 動物 タル家 兎腎臟 ニ反應 シ,更 ニ異種 屬 タル鶏 ニ反 應

スルニ至 ルコ トハ,特 筆 スベ キ事 實タ リ.而 シテ他 方血清 ヲ抗 原 トセ ンカ,牛 血清 ハ1:12,800

ニ シテ山羊 血清 モ亦 之 ト同價 ヲ示 シ,其 ノ間 區別 シ難 シ.之 ニ反 シテ,他 種 動物血 清 ハ,全 ク

反應 セズ.
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第1表　 未吸収,抗 牛腎臟家兎 血清ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. 2)

備考　 以下沈降反應成績中/ナ ル部 ハ抗原ノ都合上實驗 ヲ缺クモ ノナリ.

緒 方氏 法 ニ依 レバ,主 抗 原牛腎臟 ハ,結 合 帶1:800ニ テ1:128迄 反 應 シ,山 羊 ハ結合帶1:400

ニテ1:64,豚 ハ結 合帶1:400ニ テ1:8,犬 竝 ニ家 兎 ハ,共 ニ結合帶1:200ニ テ1:4迄 反 應 シ

鶏 ニ於 テハ,結 合帶1:100ニ テ1:2ナ ルレ成績 ヲ示 セ リ.

而 シテ血清抗原 ニ於 テハ,牛 血清 ハ結 合帶1:800ニ テ1:64(±),山 羊 血清 ハ結 合帶1:400

ヲ 呈示 シ1:16迄 陽 性 ナ レドモ,豚 以 下 ノ血清 ハ全 ク反應 セザ リキ.牛 ト山羊 ノ區別 困難 ナ リ

シ,血 清反應 ニ於 テスラ抗體 稀釋法 ヲ用 ヒンカ,其 ノ差別 判然 トシテ現 レ, U,氏 法 ノ遠 ク及バ

ザル利點 アルヲ知 ル.

第2表　 牛血清吸收,抗 牛腎臟家兎血清ニ於 ケル沈降反應(家 兎Nr. 2)

備 考　 免 疫 血清:牛 血 清=1.0:0,03ノ 比 ニ テ吸 収 ヲ行 ヘ リ.153
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第2表 ハ本免 疫血 清 ヲ牛血清 ニテ, 1.0:0,03ノ 比 率 ニヨ リ,混 和吸収 シ沈降反 應 ラ以 テ檢 査

シ得 タ ル成績 ヲ示 シタル モノ ニシテ,牛 腎臟 ハ1:3,200迄 陽 性 ニ,山 羊50%,犬25%,豚 及 ビ

家 兎 ハ,共 ニ12.5%,而 シテ鷄腎臟 ハ, 3%ノ 反 應度 ヲ示 シ,血 清 ニ於 テハ全 ク陰性 ナ リ.

緒 方氏法 ニヨ ランカ,牛 腎臟 ハ結合帶1:800ニ テ1:128ナ ル最 高陽性 度 ニ,山 羊 ハ50%ニ

シテ,之 ニ亞 ギ豚 ハ,犬 ト共 ニ6%ニ 反應 シ,家 兎ハ3%ニ 低 下 シ,鷄 腎臟 ニ至 リテハ,僅 ニ

1.5%ニ 陽 性反 應 ヲ呈ス ル ノ ミ.

第2項　 補體結合反應

更ニ本免疫血清ニ就キテ,同 種血清ニヨル吸收前後 ニ,補 體結合反應ヲ檢シタル成績 ハ,第

3表 ノ如 シ.

第3表　 抗牛腎臟家兎血清 ニ於 ケル補體結合反應(家 兎Nr. 2)

備考　 1)免 疫血清:牛 血清=1.0:0,03ノ 比 ニ
テ吸収 ヲ行ヘ リ

2)以 下補體結合反應成績中/ナ ル部ハ

當該稀釋度 ニ於テハ免疫血清 ノ溶血阻
止ノ爲メ成績不明ナ リシモノナリ

即 チ未吸收血清 ハ,牛 腎臟 ニ對 シ結合 帶1:800ニ テ1:64ノ 結 合價 ヲ示 シ,山 羊腎臟 ニ向 ヒ

テハ,結 合帶1:800ニ テ1:32,又 豚 ハ結 合帶 山羊 ト同價 ニ シテ結 合價1:8(±),犬 ハ結合帶

1:400ニ テ1:4ヲ 示 シ,家 兎 ニ於 テハ,結 合帶1:200ニ テ1:4(±)ノ 結 合度 ヲ現 出 シ,鶏 腎

臟 ニ至 リテ ハ,本 免疫 血清 ノ1:2迄 ノ自己溶血阻 止 ノ爲 メ反應不明 ニ終 ル.更 ニ吸 收血 清 ニ就

キテ 見 ンカ,主 抗 原 タル牛腎 臟 ハ結 合帶1:800ニ テ1:64マ デ結 合 シヨク首位 ヲ保持 ス.之 ニ

反 シ山羊 ハ50%ニ,豚 ハ12%,家 兎 竝 ニ犬 ハ共 ニ6%ナ リ.鶏 腎臟 ハ前記 ノ理由 ニ ヨ リ不明

ナ リキ.血 清抗原 ニ對 シテ ハ唯 吸収 前 ニ於 テ牛 血清 ノ結合帶1:3,200ニ テ1:16(±),山 羊 血

清 ハ結 合帶1:1,600ニ テ1:4ニ 結 合 シタル ノ ミ.
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第3項　 本 節 ノ 概 括

敍上牛腎臟免疫家兎血清ニ就キテ,沈 降反應竝 ニ補體結合反應 ニヨル,實 驗成績 ヲ概括スル

ニ,血 清抗原ニ於テハ,牛 竝 ニ牛 ニ近親タル山羊血清 ノ反應 スルニ止マルノミ.コ レニ反 シテ

腎臟 ヲ抗原 トセンカ,牛 腎臟免疫血清ハ,牛 腎臟 ハモ トヨリ,遠 ク鳥類 ニ至ルマデノ腎臟蛋白

質ニ對 シ反應ヲ呈シ,加 フルニ免疫動物 タル家兎腎臟 ニモ明 カニ反應 ス.牛 血清ヲ以テスル吸

收後ハ,血 清抗原ニヨル反應 ノ消失 スル ト共 ニ,唯U.氏 法ニ於テ,牛 腎臟竝 ニ山羊ノ反應度 ノ

低下ヲ見タルノ他著明 ナル變化ナク,牛 腎臟ハ尚ホ依然 トシテ,其 ノ首位ヲ保チ,牛 ニ近親ナ

ル山羊腎臟 コレニ亞 ギ,遠 縁ナルニ從 ヒ,反 應度 ノ低劣 ヲ來 ス.即 チ之等 ノ諸點 ヨリ考 フルニ

牛腎臟 ハ,比 較的著明ナル臟 器特異性テ有 シツツ,一 方又 カナ リ判然タル種屬特異性ヲ示 スモ

ノナルコ トヲ知 リ得タ リ.

第2節　 山羊腎臟免疫家兎血清ニ於ケル實驗成績

第1項　 沈 降 反 應

山羊腎臟免疫Nr. 19家 兎血清ニ就テ,沈 降反應 ヲ檢査 シタ ル成積 ハ,第4表 ノ如 シ.

第4表　 未吸収,抗 山羊腎臟家兎血清 ニ於クル沈降反應(家 兎Nr. 19)

U,氏 法 ニ ヨレバ,主 抗 原 タル山羊腎臟 ハ, 1:6400迄 反 應 シ,牛 腎臟 ハ1:3,200,豚 腎 臟 ハ,

 1:400,犬 腎 臟 ハ1:200迄 陽 性 ニシテ家兎竝 ニ鷄 腎臟 ニ至 リテ ハ.僅 ニ1:100迄 辛 ジテ反應 ヲ

呈 スル ノ ミ,之 ニ反 シテ,血 清 ヲ抗 原 トナ シタ ル成績 ニ於 テハ,山 羊 血清 ハ,牛 血 清 ト等 シク

共 ニ1:12,800迄 著 明 ナル反 應 ヲ呈 シ,主 抗原 タ ル山 羊腎臟 ヲ凌駕 ス.稍 々遠縁 タル豚 血清 ハ,
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1:200迄 反 應可能 ナリシモ,犬,家 兎,鶏 等 ノ血清 ハ,全 ク反 應陰性 ナ リ.

緒 方氏法 ニ依 ル トキハ,主 抗原 タル山羊 腎臟 ハ結 合帶1:800ニ テ1:256(±)迄 反應 シ,最

モ高價 ヲ保 時ス.主 抗 原山羊 ト最 モ近親 ナル牛腎臟 ハ,結 合帶 ヲ等 シクスルモ1:64迄 反 應 ス

ル ノミ,豚 腎臟 ハ結 合帶1:400ニ テ1:8ヲ 示 シ,犬 腎臟 ニ於 テハ結 合帶1:200ニ テ1:8(±),

家 兎竝 ニ鶏腎臟 ハ,相 共 ニ結 合帶1:100ニ シテ同時 ニ1:2ナ ル 反應 成績 ヲ示 ス.

次 デ血清抗原 ニ於 テ之 ヲ檢 スル ニ,山 羊 血清 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:64(〓),牛 血 清 ハ結

合帶1:400ニ テ1:16,更 ニ豚血清 ニ至 リテハ,結 合帶1:200ニ テ1:2迄 反應 セシモ,犬 以

下 ノ異 種動物血清 ハ全 ク反應陰性 ナ リキ.

本 免疫 血清 ニ於 テ1.0:0.04ノ 比 率 ヲ以 テ,山 羊血 清 ニヨル,吸 収 試驗 ヲ行 ヒタルモ ノニ就 キ,

更 ニ同一實驗 ヲ反覆 シタル結果 ハ,第5表 ニ示 スガ如 シ.

第5表　 山羊血清吸収,抗 山羊腎臟家兎血清 ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. 19)

備 考　 免 疫 血 清:山 羊 血 清=1.0:0,04ノ 比 ニ テ 吸 収 ヲ行 ヘ リ.

即 チ副抗 原 タル山羊 血清 ハ,勿 論 牛及 ビ豚 血清 ハ全ク反應 セズ.之 ニ反 シテ腎臟 テ抗原 トナ

サ ンカ,山 羊 ハ1:3,200迄 反 應可能 ニ シテ ヨク主位 ヲ保 チ,牛 ハ50%,豚12%,犬6%,家 兎

竝 ニ鶏 ハ共 ニ3%ノ 反 應度 ヲ示 ス.

更 ニ緒 方氏法 ニ ヨル成績 ヲ觀 ル ニ,結 合 帶價 ニ於 テハ,孰 レモ吸収前 血清 ノ示 スモ ノ ト何等

差 異 ヲ示 スコ トナク主抗原 タル山羊腎臟 ハ,沈 降 素價1:128ニ シテ最 高位 ニア リ.牛 之 ニ亞 ギ

50%ニ 反 應 シ,豚6%,犬3%,家 兎竝 ニ鷄 ハ共 ニ1.5%ニ 反 應 セ リ.血 清抗 原 ニ於 テハ山羊 ハ

勿論 牛以下 ハ全ク反 應陰性 ナ リキ.

更 ニ同一免疫血清ノ山羊血清吸収前後 ニ實施 シタル補體結合反應 ノ成績 ハ,第6表 ノ如 シ.
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第6表　 抗 山羊腎臟 家兎血清ニ於ケル補體結合反應(家 兎Nr. 19)

備 考　 免 疫 血 清:山 羊 血 清=1.0:0,04ノ 比 ニ

テ 吸収 ヲ行 ヘ リ

吸収 前ニ於 テハ主抗 原 タル山羊腎臟 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:64迄 陽性 ニ シテ最高位 ヲ占メ,

牛腎臓 ハ結合帶1:800ナ ル 同價 テ呈示 シ1:32ナ ル補體 結合成績 ヲ現 シ次 位 ニ來 リ,豚 ハ結合

帶1:400ニ テ1:4,犬 ハ結 合帶1:200ニ テ1:4ノ 豚 腎臟 ト同一成績 ヲ呈示 セ リ.家 兎竝 ニ鶏

腎臟 ハ本免疫血清 ノ1:2迄 ノ 自己溶 血阻止 ノ爲 メ成 績不明 ナ リキ.

他 方血清 ヲ抗 原 トナ シタル場 合 ニ於 テハ,山 羊血清 ハ結合帶1:1,600ニ テ1:32(±)ヲ 示 シ,

牛血 清 ニア リテハ,結 合 帶1:800ニ テ1:8迄 反 應陽性 ナ リキ.而 シテ又豚血 清 ハ上記 ノ如 ク

自己溶 血阻 止發現 ノ爲 メ其 ノ成績 ヲ知 ル ヨシモ ナ シ.

吸 収 後 ノ成績 ニ於 テハ,主 抗原 タル山羊腎臟 ハ依然 トシテ首位 ヲ保 チ,結 合帶1:800ニ テ

1:64迄 反 應可能 ニ シテ,次 デ近 親種動物 タル牛 コ レニ亞 ギ1:32ナ ル 成績 ヲ示 シ
, 50%ニ 反

應 セ リ.而 シテ本免疫 血清ハ1:4迄 自己溶血 阻止作 用 ヲ有 シタ レバ,豚 以下 ノ異種動物腎 臟 ノ

結 合状態 ハ知 ル コ ト能 ハザ リキ.

第3項　 本 節 ノ 概 括

敍上 ノ實驗成績 ヲ概括 スルニ,本 免疫血清ハ,反 應度 ニ於 テ,勿 論強弱遲速 ノ差異ヲ呈 ス ト

雖 モ,哺 乳動物腎臟蛋白 ト反應スルノ他,遠 ク鳥類腎臟 トモ亦 ヨク反應 ス.而 シテ血清抗原 ニ

於 テハ,最 モ近親ナル牛ハ勿論ナルモ,異 種動物 トシテハ,豚 トノミ反應 セ リ.同 種血清 ヲ以

テ吸収 ヲ行フ時 ハ,血 清抗原ニヨル反應 ハ全ク消失 シ來ル,山 羊 ハ依然 トシテ首位ヲ保 チ
,牛

之ニ亞 ギ他 〓動物學的近縁性 ニ從 ヒ,豚,犬,家 兎,鷄 等ノ順位 ヲ以 テ反應 セリ.即 チ山羊腎
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臟蛋白ハ,比 較的著 シキ臟器特異性 ヲ示ス ト共ニ,動 物學的 ニ近縁 ナル牛腎臟 ニ對 スル他 ハ,

反應度遙ニ低位ナル點 ヨリシテ,可 成判然タル種 屬特異性 ヲモ示 スモノナルコトヲ知ル.

第3節　 豚腎臟免疫家兎血清ニ於 ケル實驗成績

第1項　 沈 降 反 應

豚腎臟免疫Nr. 53家 兎血清ニ就テ,沈 降反應ヲ檢査 シタル成績ハ,第7表 ノ如 シ.

第7表　 未吸収,抗豚腎臟家兎血清 ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr, 53)

即 チU.氏 法 ヲ以 テス レバ,主 抗原 タル豚腎臟 ハ, 1:6,400迄 反 應 シ,山 羊,牛,犬 及 ビ家兎

腎臓 ハ,夫 々1:800, 1:400, 1:400(±), 1:100迄 主抗 原豚腎 臟 ニ對 シテ反應 セ リ.然 レ ド

モ,鳥 類 タル鷄腎臟 ハ,全 ク陰 性 ナ リキ.而 シテ血 清 ヲ抗 原 トシタル トキハ,副 抗原 ナル豚血

清 ハ,主 抗 原 ヲ遙 ニ凌 グ.サ レド牛 血清以下非 近親種動物血 清 ハ全 ク反應 セズ.

緒 方氏法 ニ ヨル トキハ,主 抗 原 タル豚腎臟 ハ結 合帶1:800ニ テ1:128迄 ノ陽性 反應 ヲ呈 シ,

牛,山 羊腎臟 ハ共 ニ沈 降素價1:8ナ ル低位 ヲ現 シ,犬 腎 モ殆 ド牛,山 羊 腎 ニ等 シク,家 兎 ニ於

テハ僅 ニ1:2ニ シテ鷄 腎ハ全 ク反應 セズ.先 ニU.氏 法 ニ於 テ主抗原 ヲ凌 ギ シ豚血 清 ハ結合帶

1:800ニ テ1:64(±)ナ ル成績 ヲ呈示 セ リ.

更 ニ本免疫 血清1.0ccニ 對 シ豚血清0.06ノ 比 率 ヲ以 テ吸収 セ シモノニ就 キ,再 檢 セ シ成 績 ハ,

第8表 ニ示 ス ガ如 ク
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第8表　 豚血清吸収,抗 豚腎臟 家兎血清ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. 53)

備 考　 免 疫 血清:豚 血 清=1.0:0,06ノ 比 ニ テ吸 収 ヲ行 ヘ リ

之 ヲ熟視 センカ,血 清抗 原 ニ對 シテハ,豚 血 清 ハ勿論 他動物 ノ夫 レハ全ク反應 セズ.

豚 腎臓 ハU.氏 法 ニ於 テ1:3,200迄 反 應 シ,山 羊 腎臟 ノ低 下 シタル外 ハ,全 ク吸収 前 ニ等 シ.

緒 方氏法 ノ示 ス所 ニ據 ル ニ,豚 腎臟 ハ結 合帶1:800ニ テ1:128迄 陽 性 ニシテ,其 ノ王 座 ヲ保

持 シ,山 羊,牛,犬 ハ相 共ニ6%,家 兎 ハ1.5%ノ 反 應率 ヲ示 シ,鶏 腎臟 ハ全 ク陰性 ナ リ.

第2項　 補體結合反應

同一免疫血清ニ就テ,更 ニ豚血清 ヲ以テスル吸収前後ニ,補 體結合反應 ヲ實施 シタル成績 ハ,

第9表 ノ如 シ.

第9表　 抗豚腎臟 家兎血清 ニ於 ケル補體結合反應(家 兎Nr. 53)

備 考　 免 疫 血 清;豚 血 清=1.0:0,06ノ 比 ニ テ 吸

収 ヲ行 ヘ リ
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吸収前 ニ於 テハ,主 抗 原豚腎臟 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:64,牛,山 羊 ハ,共 ニ1:400ナ ル

結 合帶 ヲ持 シ, 1:4ニ 反 應 シ,犬 腎臟 ハ結 合帶1:200ニ テ, 1:4(±)ノ 成績 ヲ現 ス,家 兎竝 ニ

鶏 腎臟 ニ至 リテハ,全 ク補體 結合 ヲ營 マズ.而 シテ血 清抗原 ニ於 テハ,豚 血清 ノ結合 帶1:1,600

ニ テ1:16ナ ル 反應陽性度 ヲ示 シタル ノ ミ.吸 収後 ノ免疫 血清 ニ於 テハ,主 抗 原 タル豚 腎臟 ノ

結 合帶1:800ニ テ1:64ナ ル結 合陽性 度 ヲ呈示 シタル ニ反 シ,牛 以下 犬腎 臟 ニ至ル迄 ハ 皆等

シク6%ナ ル結 合度 ヲ現 セ リ.家 兎,鷄 腎臟 ハ,豚 血清 ト共 ニ吸収血 清 ニ於 テハ,又 等 シク補

體結 合ヲ營 爲 セズ.

第3項　 本 節 ノ 概 括

余 ノ豚腎臟免疫家兎血清ニ就 キテ,得 タル敍上ノ成績ヲ通覽 スルニ,豚 腎臟 ハ主抗原ノ外,

家兎腎臓 トモ共 ニ反應 スルモ,鷄 腎臟 トハ全 ク反應セズ.而 モ反應陽性 ナル異種動物腎臟 ト雖

モ,其 ノ現 ス陽性度ハ,極 メテ低位 ナリキ.之 等 ノ點 ヨリ考 フルニ,豚 腎臟 ハ可成判然 タル種

屬特異性 ヲ有 スルモノ ト言 フべク又同時 ニ臟器特異性 ヲ保有スルモノ ト言 フベキナリ.

第4節　 犬腎臟免疫家兎血清ニ於 ケル實驗成績

第1項　 沈 降 仮 應

犬 腎臟免疫Nr. 553家 兎 血清 ニ就 キテ,沈 降反應 ヲ檢 査 シタル成績 ハ,第10表 ノ如 シ.

第10表　 未吸収,抗 犬腎臟家兎血清 ニ於 ケル沈降反應(家 兎Nr. 553)
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U.氏 法 ニヨル成 績 ヲ觀察 スル ニ,主 抗 原 タル犬腎臟 ハ, 1:12,800迄 反 應可能 ニ シテ,豚 竝

ニ鶏 腎臟 ハ共 ニ1:400迄 反應 シ,他 種動 物腎臟 ヨ リハ高位 ヲ示 ス.牛 及 ビ山羊 ハ共 ニ1:404

(±)ニ シテ,家 兎ハ1:200迄 反 應 セ リ.而 シテ血病抗原 ニ於 テハ,獨 リ犬 血清 ノ1:12,800(±)

迄 反應 スル ノ他 異種動物血清 ハ全 ク陰性 ナ リキ.

緒 方氏法 ニヨル成績 ニ於 テハ,主 抗 原 タル犬腎臟 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128迄 ノ反應度

ヲ示 シ,牛,山 羊 ハ共 ニ結合帶1:200ニ テ1:4迄 反 應 シ,豚 モ亦 コレニ同 ジ,家 兎竝 ニ鷄 ハ, 

1:100ナ ル結 合帶 ヲ等 シクスルモ,前 者 ハ1:4(±)ニ テ,後 者 ナル鷄腎 臟 ハ1:4ナ ルレ成績 ヲ

呈示 セ リ.

次 デ血清 ヲ抗原 トスル時 ハ,犬 ニ於 テ結合帶1:800ニ テ1:64(±)迄 ノ反 應成績 ヲ示 スノ外

ハ,他 種動物血清 ハ全ク反 應 ヲ表現 セザ リキ.

更 ニ本免疫 血清 ヲ,同 種 血清 ヲ以 テ吸収 セルモ ノニ就 キテ,沈 降反應 ヲ反 覆檢 査 シタル ニ,

第11表 ニ示 スガ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

第11表　 犬 血清吸収,抗 犬腎臟 家兎血清ニ於 ケル沈降反應(家 兎Nr. 553)

備 考　 免 疫 血清:犬 血 清=1.0:0,04ニ 比 ニテ 吸 牧 ヲ行 ヘ リ

U.氏 法 ニ於 テ,副 抗原 タル犬血清 ノ反應消失 スル ト共 ニ,主 抗 原 タル犬腎臟 ハ11:6,400迄 反

應 低下 シ來 レリ.他 種 動 物腎 臟 ニ於 テモ,之 ト等 シク,其 ノ呈示 セル反應度 ヲ判 然 タ ラシ メ,

牛 及 ビ山羊 ハ1:200ナ ル成績 ヲ呈示 セ リ.

緒 方氏法 ニ於 テハ,主 抗原 タル犬腎臟 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128迄 反 應 可能 ニシテ最 高

位 ニアリ.牛,山 羊,豚,家 兎,鶏 等 ハ共 ニ敦 レモ3%ナ ル陽性 度 ヲ現 出 セ リ.

更ニ本免疫血清 ニ就キテ,同 種血清ヲ以テスル吸収前後 ニ,補 體結合反應ヲ檢査 シタルニ,

第12表 ニ示スガ如 シ.
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第12表　 抗 犬腎臟家兎血清ニ於ケル補體結合反應(家 兎Nr. 553)

備 考　免 疫 血 清:犬 血 清=1.0:0,04ノ 比 ニテ 吸

収 ヲ行 ヘ リ

吸収前 ニ於 テハ,犬 腎臟 ハ結 合帶1:800ニ テ1:64迄 反 應陽性 ニ シテ,豚 腎臟 ハ,結 合帶

1:200ニ テ1:4(±),鷄 腎臟 ハ,結 合帶1:100ニ テ1:2(±),牛,山 羊,家 兎腎臟 ハ,共 ニ

補 體 ヲ結合 スルニ至 ラザ リキ.血 清 ニ於 テハ,犬 ノ結 合帶1:1,600ニ テ1:16(±)迄 反應陽性

ナ ル ヲ見 タル ノ ミ.

更 ニ吸収 後 ノ免疫血 清 ニ就 キテ,是 ヲ觀察 セ ンカ.主 抗 原 タル犬腎臟 ニハ何等 ノ變動 ヲ認 ム

ル 事 ナク,而 シテ異種動 物腎臟 ニ於 テ ハ,鷄 及 ビ豚 ノ陽性成績 ヲ呈示 セル ノ ミ.而 シテ此 兩者

ハ結合價 ハ,相 共ニ1:2ナ ル 成績 ヲ有 シタ リキ.

第3項　 本 節 ノ 概 括

犬腎臟免疫家兎血清 ニ就 キテ,叙 上 ノ成績ヲ概括スルニ,本 免疫血清ニ對 シテ,主 抗原以外

ノ異種動物血清ノ全ク反應 セザルニ拘 ラズ,他 種動物腎臟 ハ其ノ反應度 ニ於テ,極 メテ低位ナ

リト雖モ,明 カニ陽性ナル成績 ヲ呈示 スル點 ヨリ見ルニ,相 當著明ナル臟 器特異性 ヲ示スモノ

ナル コトヲ知 リ得べク又補體結合反應ニ於テ1, 2動 物 ノ全ク反應 セザ リシコ トヨリ推 スモ他方

可成判然タル種屬特異性 ヲ示 スモノト言 フベシ.

第5節　 鷄腎臟免疫家兎血清ニ於ケル實驗成績

第1項　 沈 降 反 應
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鷄腎臟免疫Nr. 545家 兎血清 ニ就キテ,沈 降反應 ヲ檢索 シタル成績 ハ,第13表 ニ示スガ如

シ.

第13表　 未吸収,抗鷄腎臟家兎血清ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. 545)

U.氏 法 ニ ヨレバ主抗 原 タル鶏 腎臟 ハ
, 1:12,800迄 反 應 シ,犬 腎臟 ハ1:400,牛 竝 ニ山羊腎

臟 ハ殆 ド同程度 ナル1:200迄 陽 性 ニ,豚 ハ僅 ニ1:100迄 反 應可能 ナル ニ過 ギズ
.又 家 兎 ハ全 ク

反應陰性 ナ リ.

次 デ血清 ヲ抗原 トセ ンカ,鶏 ニ於 テ1:12 ,800迄 反 應 シ來 ル ノ ミニ シテ,他 種非 近親動物 血清

ハ全 ク陰性 ナ リ.

緒 方氏法 ニヨ レバ,主 抗 原 タル鷄 腎臓 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:128迄 反 應 シ
,犬 ハ結合帶

1:200ニ テ1:4ノ 成 績 ヲ呈 シ
,非 近親動物 腎臟 中最高位 ニ反應 セ リ.

牛,山 羊 腎臟 ハ結合帶 ヲ等 シク シ1:100ニ テ1:2ナ ル反應 成績 ヲ呈 示 シ來 リ
,豚 ハ結 合帶

1:50ニ テ1:2(±)ノ 沈降素 價 ヲ作 リ
,家 兎腎臟 ハ反應 界 ニ出現 セズ.

血 清抗 原 ニア リテハ,獨 リ鷄 血清 ノ結 合帶1:1
,600ニ テ1:64(±)迄 反 應 ヲ呈示 スル ノ外 他

種 非近親動 物血清 ハ,反 應 全 ク陰性 ナ リキ.

更 ニ本免疫血清 ヲ鷄 血清 ヲ以 テ, 1.0:0.05ノ 比 率 ニテ吸収 ヲ行 ヒタルモ ノニ就 キテ
,反 覆檢

査 シタル成績 ハ,第14表 ニ示 スガ如 ク
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第14表　 鷄血清吸牧,抗 鷄腎臟家兎血清 ニ於 ケル沈降反 應(家 兎Nr. 545)

備 考　 免 疫 血 清:鷄 血 清=1.0:0,05ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

U.氏 法 ニ於 テハ,主 抗原 タル鷄腎臟 ハ1:6,400迄 反應 シ,非 近親種動物腎臟 ノ反應度 ハ何等

變 動 ヲ示 ス コ トナク,血 清抗 原 ニ至 リテ ハ,鷄 血 清 ノ反應全 ク消 失 セルヲ見 タルノ ミ.

緒 方氏法 ニ ヨ レバ,鶏 腎臟 ハ結 合帯1:800ニ テ1:64迄 反 應 シ.最 高位 ヲ占 メ,異 種動物腎

臟 ニ於 テハ,犬 ノ獨 リ3%ニ 反應 スル ノ外 牛,山 羊,豚 等ハ1:2(±)ナ ル成績 ヲ示 スノ ミ.

更 ニ同一免疫血 清 ニ就 キテ,吸 収前後 ニ於 テ補體 結 合反應 ヲ檢 シタル成績 ハ,第15表 ニ 見ルガ

如 ク

第15表　 抗鷄腎臟家兎血清ニ於ケル補體結 合反應(家 兎Nr. 545)

備 考　免 疫 血 清:鷄 血 清=1.0:0,05ノ 比 ニテ吸

收 ヲ行 ヘ リ
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即チ吸収前ニ於 テハ,鷄 腎臟 ノ結合帯1:800ニ テ1:64迄 陽性ニシテ,他 種動物腎臟ハ,自

家溶血阻 止作用ノ爲 メ成績不明ナ リ.血 清 ニ於 テハ,獨 リ鷄血清ノ1:3,200ニ テ1:32(±)ヲ

見 シノミ.吸 収後ニアリテハ,鷄 腎臟 ノ結合陽性 ヲ示 シタルノミ.

第3項　 本 節 ノ 概 括

敍上 ノ成績ヲ見ルニ鷄腎臟 ハ,獨 リ犬 ニ對 シテノミ可成著明ニ反應 スルモ,他 種動物腎臟 ニ

向 ヒテハ,極 メテ僅ニ反應 スルノミ.即 チ鷄腎臟 ハ著明ナル種屬特異性 ヲ示 シツツ,而 モ尚 ホ

臟器特異性 ヲモ具備 セルモノナルコ トヲ知 ル.

第6節　 本章 ノ總括 竝ニ考按

余ハ,主 トシテ緒方氏抗體稀釋沈降反應法及 ビ同法 ニ準據 シタル補體結合反應法竝 ニU.氏 沈

降反應法ニヨリ,吸 収試驗 ヲ併施 シテ,牛,山 羊,豚,犬,鷄 等 ノ各種動物腎臟 ヲ以テ免疫 シ

タル家兎血清ニ就テ,之 等諸種動物腎臟蛋白ガ現 ス反應 ノ相互關係 ニ關 シテ檢索 ヲ逐 ゲタ リ.

即 チ敍上 ノ實驗成績ラ總括スルニ,吸 収前ノ免疫血清 ニ於テハ,上 記各々主抗原タル各種動

物腎臟蛋白ハ,當 該免疫血清 トノ反應度 ニアリテハ,ヨ ク其 ノ首位ヲ占ムルモ,時 ニ同種動物

血清ノ主抗原 ト同價,若 シクハ,ソ レ以上強度ニ反應 シ,副 抗原 ノ優勢ナルカノ感 ヲ與へ,成

績 判定上困難ヲ伴 フ.斯 クノ如ク副抗原タル血清ニヨル現象 ハ,一 ニ抗原調製時尚ホ混在 ヲ免

ヌカレ得ザル血清,或 ハ血清ニ共通抗原性 ヲ有スル蛋白成分ニ對 スル,比 較的容易ナル抗體産

生 ニ起因スルモノナルべ シ.然 レドモ血清ヲ抗原 トセンカ,免 疫動物タル家兎血清ノ反應 セザ

ルハ勿論ニシテ,同 種及 ビ近親動物間ノ所謂類屬反應 ヲ呈 スルノミ.

U.氏 法 ニヨル トキハ,一 見反應度比較的強度ニシテ,腎 臟 ハ可成著明 ナル臟 器特異性 ヲ有 ス

ルモノノ如 ク思考セラルモ,這 ハ副抗原タル同種動物血清ハ勿論,山 羊 ノ如 キ牛ニ極 メテ近親

ナル動物血清ノ反應 ニ由來スルモハニシテ,之 ヲ緒方氏法ニヨランカ,主 抗 原ニ對比 シテ,副

抗原ノ反應陽性率減弱 シ,一 般ニ種屬特異性 ノ判然タルヲ知 リ得 ベシ.

既ニ實驗成績 ノ明示スルガ如ク,免 疫血清 ニ於テ,各 種動物腎臟蛋白ヲ抗原 トスル時 ハ,血

清抗原ノ反應 シ得ザル非近親種動物腎臟 モ亦反應陽性 ニシテ,更 ニ遠ク鳥類タル 腎臟 蛋白 ト

モ反應可能ナル點 ヨリ測ルモ,腎 臟構成組織蛋白中ニハ,他 方臟器特異性 ヲモ具備スルモノナ

ル コトヲ知ル.

沈降反應竝 ニ補體結合反應 ニ於ケル結合帯價テ觀察 スルニ,一 般 ニ主抗原ニアリテハ,抗 原

ノ高稀釋度ニアリテ.副 抗原 ト見做 スベキ各種動物腎臟蛋白ハ,概 ネ低稀釋度 ヲ示スモノニシ

テ,稀 釋沈降素價 ト殆 ド相併行 スルヲ見 タリ.之 ニ反 シテ,血 清ノ腎臟蛋白ニ比 シ,一 般 ニ高

位 ニア リテ.而 モ沈降原價高 シト雖 モ,稀 釋沈降素價ル比較的 低位ニアルハ,抗 原 ニ含有 セラ

ルル血清成分,又 ハ之 ト同様ナル抗原性 ヲ有 スル一部臟器蛋白ガ,主 抗原タル腎臟 ニ含有 スル

特異性抗原ニ比 シ,少 量ナル爲メ免疫回敷テ重 ヌルニ伴 ヒ, U.氏 法 ニヨル沈降原價 ハ,甚 ダシ
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ク上昇 スルモ,沈 降素量 ノ産生之 ニ伴 ハザル爲 メニ稀釋沈降素價低ク,結 合帯高位 ナルモノヲ

生 ズルニ至 レルモノナルベ シ.更 ニ主抗原 卜同種動物血清ヲ以テ吸収 ヲ實施 セル免疫 血清ニ於

ヲハ,主 抗原腎臓 ノ示 ス反應度ハ,其 ノ大部分 ニ於テ同一程度ナルカ,時 ニハ多少低減 スレド

モ,尚 ホヨク主抗原タル位 置ヲ保持 ス.而 シテ異種動物腎臟 ノ反應度 ハ,殆 ド低下 シ來 ラズ.

又補體結合反應ニヨリテ得タル成績 ハ,吸 収前 ト否 トニ關 セズ沈降反應 ニヨル成績 ト相併行

スルヲ見タリ.サ レド時 ニ免疫血清 ノ自家溶血阻止作用發現 ノ爲 メ免疫血清濃厚 部ノ反應不明

ニ シテ,其 ノ結果種屬特 異性 ハ顯著 ナルガ如キ成績ヲ得 タル事ナキニシモ非 ラズ.

敍上ノ實驗成績 ヲ總括 シテ腎臟構成組織蛋白ハ,一 面抗原性 ヲ保有 シ,種 屬特異性 ヲ現 ス ト

共 ニ他方可成 リ著明ナル臟器特異性 ヲモ具備 スルモノナ リト謂 フべキナ リ.

第5章　 腎 臟 免 疫 血 清 ト同 種 動 物 諸 臟 器 蛋 白 トノ反 應

予 ハ前章 ニ於 テ,腎 蛋 白 ガ種 屬特 異性 ヲ示 ス ト同時 ニ,相 對的 ニ,可 成著明 ナル臟器特異性

ヲ モ,具 備 セル モノナル コ トヲ認 メタ リ,凡 ソ身體 ヲ構 成 セル各種臟 器 ハ,其 ノ保有 スル臟 器

本 來 ノ機 能發揮上,其 ノ組織成 分 モ亦特有 ナルモ ノヲ有 スル ハ勿論 ナ リ トス.サ レド其 ノ官能

營 爲 ハ根源 ナル一營養液 タル血 液 ニ依 リテ,臟 器生命 ヲ維持 シツツ特 異機 能ヲ司 ドルモ ノナ レ

バ,血 液成分 ヲ全然 包含 セザル モノ非 ラザ ルベ ク,其 ノ他胎 生學 的近縁性 ニヨ リ,或 ハ 生理機

能 作用 ノ相 似 セル爲 メ等 ニ ヨ リ,血 清學上共通 ナル性質 ヲ,發 揮 スル蛋 白質 ヲ含 有 スルモ ノ敢

テ尠 トセズ.

茲 ニ於 テ カ,臟 器組織 構成蛋 白 ノ血清學 的特異性 ハ,絶 對的 ノモ ハニ非 ラザル ハ怪 ムニ足 ラ

ズ. 1899年Bordet1)及 ビTichistovitch2)兩 氏 ニ ヨ リテ,血 清 ノ絶對的種 屬特 異性 ヲ提唱 セラ

レシモ, Uhlenhuth74), Stern75), Nuttal76)氏 等 ハ,所 謂近親反應 ノ存在 ヲ, Strube77), Kister

u. Woef73), Friedberger79)ノ 諸 氏 ハ,異 種屬動物間 ノ反應 ヲ,更 ニ輓 近 ニ至 リ山崎44),佐 藤45)

氏 等 ハ,遂 ニ相對 的臟 器特異性 スラ存在 ス ト主張 ス.又 之 ニ反 シ,絶 對的臟器特異性 ノ代表 タ

リシ,眼 水晶體 モ亦,種 屬特異性 テ示 シ,後 藤37)氏 ハ肝 卜畑教授38)ハ 腎 ト吾 が教室 ノ後藤義

貞39)氏 ハ,小 腸粘膜 ト一部共通性 蛋白 ヲ有 スル コ トテ證明 セラ レタ リ.

此 特 異ナル2臟 器ニ於 テ,已 ニ斯 ク ノ如 シ.他 臟器 ニ就テ ハ,詳 細 ヲ記 述 スル ノ必要 ナカラ

ン.唯 腎臟 ニ於 テ,之 ヲ見ル ニ已 ニ文 獻 ノ條 下ニ於 テ記述 セルガ如 ク畑教授38), Sata48), Flei

scher49)ノ 諸氏 ハ肝 ト,山 内氏 ハ腎,肝,肺,心,脾,脳,筋 肉等 ニ就 キ相 關性 ヲ論 ジタ リ.

又 既 述 ノ長 尾73)氏 モ牛腎臟免疫 家兎血清 ニ就 キテ,牛 ノ諸臟 器蛋白 ノ現 ス反 應度 ヲ檢査 セル所

ア リ.

余 モ亦腎臟免疫血清 ト同種諸臟器蛋白 トノ反應 ヲ檢 セント欲 シ,抗 原抗體ノ量的關係 ヲ顧慮

シ,專 ラ抗置稀釋沈降反應法 ヲ以 テ實驗ヲ進 メタリ.而 シテ之等免疫血清ハ同種血清ニテ,吸

収試驗 ヲ行 ヒ,血 清成分ニヨル影響ヲ除却セル免疫血清ニ就 キテ,檢 索 ヲ遂ゲタ リ.
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第1節　 牛腎臟 免疫 家兎血清 ニ就 テ ノ實 驗成績

牛血清ヲ以テ吸収 シタル,牛 腎臟免疫家兎血清 ニ對 スル,牛 ノ諸臟器蛋白ノ示ス反應度 ヲ,

緒方氏抗體稀釋沈降反應法ニ ヨリテ,檢 索 シタルニ,第16表 ノ如キ成績ヲ得 タリ.

第16表　 抗牛腎臟家兎血清(牛血清吸収)ト牛諸臟器 トノ緒方氏沈降反應

(家兎Nr. 5)

備 考　 免 疫 血 清:牛 血 清=1.0:0,03

免疫 血 清:牛 腎臓=1.0:0,15
ノ比ニテ吸収ヲ行ヘリ

即 チ吸収 前血清 ニ於 テ ハ,牛 腎臟 ハ結 合帯1:800ニ テ1:256(±)迄 反應 陽性 ナ リシガ
,吸

収 血清 ニア リテハ,牛 腎臟 ハ其 ル結 合帯 ヲ變 ズル コ トナク, 1:128ニ 反 應 低下 シタルモ,尚 ホ

依 然 トシテ陽性 度首位 ヲ占 メ,血 清 ニ於 テハ,吸 収 前ニ結合帯1:1,600ニ テ1:128(±)ニ 反 應

陽 性 ナ リキ.而 シテ吸収 血清 ニア リテ ハ,血 清抗原 ニヨル反應 ハ全 ク消失 セ リ.牛 ノ他臟器 ノ

現 ス反應度 ヲ觀察 スルニ,肝 竝 ニ肺 臟 ハ相 共 ニ最 高位 ニア リテ, 50%ニ,脾,心 臟,副 腎,睾

丸 等ハ稍々降 ツテ之 ニ亜 ギ25%ニ 反 應 シ,膵 臟 ニ於 テ ハ既 ニ反應 度低劣 ヲ示 シ12%ニ,精 絲

ハ更 ニ低 ク6%,水 晶 體 ニ至 リテハ反應 更 ニ著明 ニ劣勢 ニ シテ僅 ニ1:4ナ ル 沈降 素價 ヲ呈示 セ
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ルニ過 ギズ.次 デ主抗原 タル牛腎臟ヲ以テ吸収ヲ行 ヒシニ腎臟 ハ,モ トヨリ,血 清モ同時 ニ全

ク反應ラ消失 セリ.

第2節　 海〓腎臟 免疫 家兎血清 ニ就 テノ實驗成績

海〓血清ヲ以テ吸収 シタル,海 〓腎臟免疫家兎血清ニ就キテ,海 〓 諸臟器 ガ現 ス反應度ヲ抗

體稀釋沈降反應 ニ據 リテ檢索 シタルニ,第17表 ニ明示 スルガ如キ成績 ヲ得タ リ.

第17表　 抗海〓腎臟家兎血清(海〓血清吸収)ト 海〓諸臟器 トノ

緒方氏沈降反應　 (家兎Nr. 70)

備 考　 免 疫 血 清:海 〓 血 清=1.0:0,02

免 疫 血 清:海 〓 腎 臟=1.0:0,10
ノ比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

吸収前 ノ免疫血清ニ對 シテハ,海 〓 腎臟 ハ結 合帯1:800ニ テ1:128迄 反應陽性ナ リキ.血 清

ヲ抗原 トセンカ,コ ハ結合帯1:400ニ テ1:128(±)迄 反應 シ來 レリ.次 デ同種血清ヲ以テス

ル吸収後 ノ免疫血清 ニ於 テハ,主 抗原タル海〓腎臟 ハ其ノ結 合帯 ヲ變ズル事ナク1:64ニ 反應

低下セリ.然 レドモ術ホ依然 トシテ最高位 ヲ保持 シ,他 臟器ナル肝竝 ニ肺臟 ハ, 50%ニ 反應 シ

副反應 中最モ高 ク,脾,心 臟,副 腎,睾 丸等ハ,孰 レモ兩者 ヨリ稍々低 ク25%ニ 膵臟ハ更ニ劣
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勢 ニ シテ6%ニ,水 晶體ハ遂 ニ抗 體 價 ノ低下 セル爲 メカ,僅 ニ1:2(±)ナ ル成績 ヲ呈示 スル ノ

ミ.又 本免疫 血清 ヲ海〓腎臟 ニテ吸収 センカ,腎 臟 ハ血清 卜共 ニ全 ク反應消失 セ リ.

第3節　 本 章 ノ總括 竝ニ考按

予 ガ牛竝ニ海〓腎臟 ヲ主抗原 トシ,家 兎ヲ免疫 シ得タル腎臟 免疫家兎血清ニ就 キテ,專 ラ緒

方氏抗體稀釋沈降反應法ニ據 リテ,同 種動物ノ諸臟器構成蛋白ノ呈示 スル反應度ヲ檢索 シテ,

得タル敍上 ノ實驗成績ヲ茲ニ通覧 スルニ,腎 臟免疫 血清 が主抗原 タル腎臟 ニ反應 スル ト等 シク,

副抗原タル同種動物血清 トモ亦 ヨク反應 ス.

既 ニ本事實 ニ關 シテハ,前 章ニ於テ論述 セシガ如ク,抗 原 ニ含有 セラルル血清,或 ハ血清 ニ

共通抗原性 ヲ有スル蛋白成分ニ由來 スル抗體 ノ生成セラレシニ起因スルモノナルべ シ.而 シテ

免疫血清ヲ同種血清ニヨリテ,吸 収 センカ血清抗原ニ對 スル反應 ハ全ク消失スルニ由 リテモ,

諒解 シ得ベシ.主 抗原ハ吸収 ニヨリ,ヨ シ其 ノ呈示スル反應度 ヲ低下 スル事ア リトスルモ,常

ニ他臟器 ニ比 シ最高陽性反應度ヲ維持セリ.又 主抗原 ヲ以テ吸収センカ,腎 臟 ニ對 シテ反應 セ

ザルニ至ル.之 等 ノ諸點 ヨリ考 フルニ腎臟 ガ特異抗原性 ヲ示 ス蛋白 ヲ其 ノ構成成分中ニ含有 ス

ルハ明白ナリ.

血清成分ニヨル影響 ヲ除却 シタル免疫血清ハ,亦 他方同種動物 ノ諸臟器 トモ種々ナル程度 ニ

相反應 ス.即 チ腎臟 成蛋白中ニハ,同 種他臟器 ノ多クノモノ ト血清學的ニ,一 部共通抗原性

ヲ有スル蛋白體ヲモ含有 セルモノナルコ トヲ知 リ得ベ シ.同 種他臟器中最 モ腎臟 ニ近キ副反應

ヲ現 スモノハ,肝 竝ニ肺臟 ニシテ,脾,心,副 腎,睾 丸等 ハ之 ニ亜 ギ,膵 ニ至 リテハ,更 ニ低

位 ニシテ,予 ハ精絲竝ニ水晶體 スラ反應可能ナルヲ見タ リ.

之ヲ先人ノ業績ニ對比スルニ,予 ノ得タル成績 ニ於テ,精 絲及 ビ水晶體 ノ反應可能 ナ リシ外

ハ,　Forssner14),林81) ,絹 川50)氏等 ノモノト相似タル所アリキ.

第6章　 腎臟 皮質竝 ニ髓 質免疫 血 清 卜各種 腎臟蛋 白 トノ反應

余ハ,既 ニ第4章 ノ條下 ニ於テ,哺 乳動物 ヨリ鳥類 ニ及 ブ, 7種 ノ腎臟免疫血清 ヲ調製 シ,

各種腎臟蛋白 トノ相關性 ニ就 キ,攻 究スル所 アリ.即 チ腎組織構成蛋白 ハ,明 カニ一定度ノ種

屬特異性 ヲ示 ス ト,同 時ニ相對的 ニ可成著明 ナル臟器特異性 ヲモ,具 備セルモノナル コ トヲ認

メタリ.昭 和3年 曩ニ長尾73)氏 ハ,腎 臟 ノ臟器持異性ニ關スル檢索 ニ於 テ.腎 ヲバ皮質竝 ニ髓

質 ニ區分 シ,作 ルニ兩質免疫家兎血清ヲ以テシ,同 種動物ノ腎臟竝 ニ諸種臟 器組織 ノ反應 ヲ檢

シ,腎 臟 ノ皮質及 ビ髓質間ノ血清學的差異ハ,著 明 ナラズ ト述ベ,異 種動物同名臟器 トノ關係

ニハ論及 セザ リキ.又 吾ガ教室ノ岡崎80)氏 ハ,臟 器特異性 ヲ檢索 セルニハ非 ラザ レド,兩 質 ハ

抗體含有量 ノ比較 ニ於テ,著 變ナシト報告セリ.

余ハ,静 ニ腎 ハ構造 ニ想 ヲハセ,既 ニ第4章 ニ於 テ,得 タル成績 ヲ顧 ミ,腎 ノ皮質或ハ髓質

169



1666 岸 岡 精 華

ハ,必 ズヤ血清學的 ニ何 等カ ノ所 見 ヲ,吾 入 ニ與 フル モノナル事 ヲ確 信 シ,以 下記述 スル ガ如

キ實驗 ヲ企 テタ リ.

第1節　 牛腎臟皮質 竝ニ髓質免疫家兎血清 ニ於 ケル實 驗成績

第1項　 牛腎臟皮質免疫血清 ニ就 テノ實驗成績

牛腎臓皮質免疫Nr. E2家 兎血清 ニ就キテ,沈 降反應 ノ檢査 シタル成績 ハ,第18表 ハ如 シ.

第18表　 未吸収,抗 牛腎臟皮質家 兎血清 ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. E2)

U.氏 法 ニ ヨル成績 ヲ觀 ルニ,主 抗原 タル牛腎皮質 ハ1:6,400迄 反 應 シ,牛 腎髓質 ハ,山 羊 腎

皮質 ト等 シク1:1,600ニ,而 シテ山羊腎髓 質 ハ1:800迄 陽性 ナ リ.犬 腎皮質 ハ1:400ニ シテ,

家 兎腎皮質 ハ1:200迄 陽 性反應 ヲ呈 シタ レ ドモ,後2者 ノ腎髓 質 ハ,全 ク反應 陰性 ナ リキ,次

デ血清 ヲ抗原 トセ ンカ,牛 血清 ハ1:6,400迄 反 應 シ,山 羊 血清 モ亦殆 ドコ レ ト同價 ナル1:6,400

(±)ヲ 呈 シ,牛 ニ近親 ナラザル犬及 ビ家 兎血 清 ハ,全 ク反應 セズ.

緒 方氏法 ニヨ レバ,主 抗原 ナル牛腎皮質 ハ,結 合 帶1:800ニ テ1:128迄 反 應 シ,ヨ ク首位 ヲ

保 チ,山 羊腎皮 質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:32,牛 腎 髓質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:16,山 羊 腎

髓質 ハ,結 合帶1:200ニ テ1:8,犬 腎 皮 質 ハ,結 合帶1:100ニ テ1:4(±),家 兎腎皮 質 ハ結

合帶1:50ニ テ1:2迄 ノ反應 ヲ呈 シ,犬 及 ビ家 兎腎 髓質 ハ全 ク反應 セズ.

血 清 ヲ抗 原 トセル場 合ニハ,牛 血清 ハ結合帯1:800ニ テ1:128(±),山 羊 血清 ハ,結 合 帶

1:400ニ テ1:16迄 反 應 陽性 ナ レ ドモ,犬 及 ビ家 兎血清 ハ全 ク陰性 ナ リキ.
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第19表　 牛血清吸収,抗 牛腎臟皮質家兎血清ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. E2)

備 考　 免 疫 血 清:牛 血 清=1.0:0,035ノ 比 ニ テ吸 収 ヲ行 ヘ リ

次 デ本免疫 血清 ヲ牛血 清 ニテ吸収 シ,沈 降反應 ヲ以 テ,檢 査 シ得 タル第19表 ノ成績 ヲ觀 ンカ,

 U.氏 法 ニ於 テハ,牛 腎皮質 ハ1:3,200迄 反 應 シ,山 羊腎 皮質 ハ50%,牛 及 ビ山羊腎髓質 ハ,

相 共 ニ25%犬 腎 皮質 ハ12%,家 兎腎 皮質 ハ6%ノ 反應度 ヲ呈 シ,而 シテ犬 及 ビ家兎腎髓 質ハ

全 ク反應 セズ.

緒 方氏 法ニ於 テハ,主 抗原 タル牛腎 皮質 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:64マ デ反應陽性 ニ シテ,

最 モ高位 ニア リ.山 羊 腎皮 質 ハ25%,牛 腎 髓 質ハ12.5%,山 羊 腎髓 質 ハ6%,犬 腎 皮質 ハ3%

更 ニ家兎腎皮質 ハ1:2(±)ナ ル抗 體 價ヲ示 シタ リ.而 シテ犬及 ビ家 兎腎髓 質ハ,全 ク反應 セ

ズ.

第2項　 牛 腎臟髓質免疫 血清 ニ就 テノ實驗成績

牛腎臟髓 質免疫Nr. E 60家 兎 血清 ニ就 キテ,沈 降反應 ヲ檢査 シタル ニ,第20表 ノ如 キ成績

ヲ得 タ リ.

即 チU.氏 法 ニ ヨル成績 ヲ觀察 スル ニ,牛 腎臟 髓質 ハ, 1, 6,400迄 反 應 可能 ニ シテ,山 羊腎臟

髓質 ハ1:3,200ニ,牛 腎臟 皮質 ハ, 1:1,600ニ,山 羊腎臟皮 質 ハ,犬 腎臟髓質 ト共 ニ1:800ニ,

而 シテ家兎腎臟 髓質 ハ, 1:400迄 反應 陽性 ナ リキ.然 ルニ犬 及 ビ家 兎腎臟 皮質 ハ,全 ク反 應 シ

來 ラズ.次 デ血清 ヲ抗 原 トセンカ,牛 ニ於 テハ, 1:6,400(±),山 羊 ニア リテハ, 1:1,600迄 反

應 セシモ,犬 及 ビ家 兎血清 ハ,全 ク反應陰性 ナ リキ.

緒 方氏法 ニヨル トキハ,主 抗原 タル牛腎臟髓質 ハ,結 合帶1:800ニ テ1:128ナ ル 最高陽 性

反應 ヲ發現 シ,山 羊腎臟 髓質 ハ,結 合帯1:400ニ テ1:64,犬 腎 臟髓 質 ハ,結 合帯1:200ニ テ
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第20表　 未吸収,抗 牛腎臟髓質家兎血清ニ於 クル沈降反應(家 兎Nr. E 60)

1:8,家 兎 腎臟 髓質 ハ,結 合帶1:100ニ テ1:4迄 反 應陽性 ナ リキ.更 ニ腎 皮質抗 原 ニ就 キ テ檢

セバ,牛 ニ於 テハ結合帶1:400ニ テ1:32,山 羊 ニア リテハ結 合帶1:200ニ テ1:16迄 反 應 シ,

犬 及 ビ家 兎ハ全 ク反應 セズ.次 デ血清 ヲ抗原 トセ ンカ,牛 ニ於 テハ,結 合帶1:800ニ テ1:128

(±),山 羊 ハ結合帯1:400ニ テ1:16迄 反應 セ シモ,犬 及 ビ家 兎ニ至 リテ ハ,全 ク反應 ヲ發現

セザ リキ.次 デ再 ビ本免疫 血清 ニ就 キテ,牛 血 清 ヲ以 テスル吸収 試驗 ヲ行 ヒタルモノ ニ於 テ,

沈 降反應 ヲ檢査 セ シニ,第21表 ニ示 スガ如 キ,成 績 ヲ得 タ リ.

第21表　 牛血清吸収,抗 牛腎臟髓質家兎血清 ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. E60)

備 考　 免 疫 血 清:牛 血 清=1.0:0,025ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ
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即 チU.氏 法 ニヨ レバ,牛 腎髓質 ハ, 1:3,200迄 反 應 シ,山 羊腎 髓質 ハ, 50%,犬 腎 髓質及 ビ

牛 腎皮 質ハ, 25%ニ,家 兎腎髓質 及 ビ山羊腎 皮質 ハ共 ニ, 12%ナ ル 反應度 ヲ示 セ リ.

而 シテ犬 竝 ニ家 兎腎皮質 ハ共 ニ反應陰性 ニ終 ル.更 ニ緒方氏法 ニヨル成績 ヲ檢 センカ,腎 髓

質 ニ就 キテ,之 ヲ見ル ニ,主 抗 原 タル牛 ニ於 テハ,結 合帯1:800ニ テ1:64迄 反 應 シ,山 羊 ハ

50%,犬6%,家 兎 ニ於 テハ3%ニ 反應 セリ.

腎 皮質 ニ就 キテ,一 顧 ヲ與 ヘ ンカ,牛 ニア リテハ山羊 ト共 ニ12%ニ 反 應 セ リ.然 ルニ犬及 ビ

家兎 ニ於 テハ,之 等動 物血清 ト同 ジク,全 ク反應 陰性 ナ リキ.

第3項　 本 節 ノ 概 括

叙上ノ實驗成績ヲ觀察 スルニ,牛 腎臟皮質竝ニ髓質免疫血清 ハ,牛 ト近親ナル山羊腎臟蛋白

ニ反應スルハ勿論,之 ト比較的遠縁 ナル犬竝ニ免疫動物タル家兎腎臟 組織成分 トモ明カニ反應

セリ.然 レドモ其ノ反應度ハ,牛 ニ遠縁 ナル程低劣 トナリ,更 ニ茲 ニ特 異ナル事實ハ,牛 腎臟

皮質免疫血清 ニ對 シテ,犬 竝 ニ家兎腎臟髓質蛋白ノ全 ク反應陰 性ナル事ニシテ,牛 腎臟髓質免

疫血清ニ於テモ亦犬及 ビ家兎腎臟皮質抗原ハ共 ニ反應 ヲ呈示セズ.茲 ニ尚ホ反應 シ來ルモ反應

陽性度ニ於テ,是 レト等 シキ關係ハ,牛 ニ最モ近親ナル山羊腎臟 ニ就 キテモ,明 カニ觀取 シ得

タリキ.

要之ニ牛腎臟 ハ,皮 質及 ビ髓質ノ兩成分ニ區分 スル ト雖 モ,各 自獨立 シテ比較的著明 ナル臟

器特異性 ヲ示 シツツ,又 可成判然タル種屬特異性 ヲモ有 スルモノナルコ トヲ知 リ得ベ シ.

第2節　 犬腎臟皮質竝ニ髓質免疫家兎血清ニ於ケル實驗成績

第1項　 犬腎臟皮質免疫血清ニ就テノ實驗成績

犬腎臟皮質免疫Nr. E 64家 兎血清ニ就キテ,沈 降反應ヲ檢 シタルニ,第22表 ニ示 スガ如 キ

成績 ヲ得タ リ.

第22表　 未吸収,抗 犬腎臟皮質家兎血清ニ於ケル沈降反應(家 兎Nr. E 64)
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U.氏 法 ニヨ レバ,主 抗 原 タル犬腎 皮質ハ,同 種血 清 ト同價 ニ シテ, 1:6,400迄 反 應 セ リ.犬

腎髓質 ハ, 1:1,600迄 陽 性 ニ シテ,非 近親 動物 タル牛並 ニ家 兎腎臟皮 質 ハ,僅 ニ前者 ニ於 テ,

 1:200,後 昔 ニ シテ1:100迄 反 應可能 ナル ノ ミ.又 後2者 ノ腎臟髓質 ハ,血 清 ト等 シク全 ク反

應陰性 ニ終 レリ,

緒 方氏法 ニヨラ ンカ,主 抗 原 タル犬腎 皮質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128(±)迄 反 應 セ リ.

牛 及 ビ家 兎腎 皮質 ハ,結 合帶 ニ於 テ1:100及 ビ1:50ヲ 示 シ, 1:2或 ハ1:2(±)ナ ル成績 ヲ

示 シタ リ.之 ニ反 シテ,犬 腎髓質 ハ,結 合帯1:200ニ テ1:16迄 反 應 シ,血 清 ニ於 テハ,犬 ノ

結合帶1:800ニ テ1:64ナ ル 成績 ヲ見 ル.

牛 及 ビ家兎腎髓質 ハ,之 等 動物血 清 ト等 シク,全 ク反 應 ヲ發現 セザ リキ.

更 ニ同一血清 ヲ,犬 血清 ニヨ リ吸収 シタルモノニ就 キテ,檢 査 セ シニ第23表 ニ見ル ガ如 ク

第23表　 犬血清吸収,抗 犬腎臟皮質家兎血清ニ於 ケル沈降反應(家 兎Nr. E 64)

備 考　 免 疫 血清:犬 血 清=1.0:0,03ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

U.氏 法 ニ於 テ ハ,犬 血清 ニ ヨル反應 ノ消失 スル ト同時 ニ,主 抗 原犬腎 皮質 ハ, 1:3,200ニ 反

應低 下 シ,犬 腎髓質 ハ25%,牛 腎 皮質6%,家 兎 腎皮質3%ニ 反 應 セ リ.

緒 方氏 法 ニ ヨレバ,主 抗 原犬腎臟 皮質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:64ナ ル 高度陽性反 應 ヲ呈 シ,

犬 腎髓質 ハ, 12%,牛 腎 皮質3%,家 兎腎 皮質 ハ結合帶1:50ニ テ1:2(±)ナ ル成績 ヲ示 シ,

血 清抗 原 ニ於 テハ,全 ク反 應陰性 ニ シテ,牛 及 ビ家 兎腎臟髓質 ハ,勿 論反 應 ヲ呈示 セザ リキ.

第2項　 犬腎臟髓質免疫血清ニ就 テノ實驗成績

犬腎臟髓質免疫Nr. E 23家 兎血清 ニ就キテ,抗 體稀釋法ニ依 リ,檢 シ得タル成績 ハ,第24

表 ニ見ルガ如ク
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第24表　 未吸収,抗 犬腎臟髄質家兎血清ニ於クル沈降反磨(家 兎Nr. E 23)

即 チU.氏 法 ニ據 ル成積 ヲ觀 ル ニ,犬 腎髓 質 ハ, 1:6,400迄 反 應 シ,牛 腎髓質 ハ1:400,家 兎

腎髓質 ハ1:400(±)ニ シテ,又 皮質抗原 ニ於 テハ,犬 腎皮質 ノ1:800ナ ル ノ他,牛 拉 ニ家 兎 ニ

ア リテハ全 ク反應 ヲ示 シ來 ラズ.而 シテ血清 ヲ抗 原 トスル トキハ,唯 獨 リ犬 ニ於 テ主抗 原 ト殆

ド等 シキ1:6400(±)迄 反應可能 ナルノ ミニ シテ,牛 及 ビ家 兎ノ如 キ非近親 ナル動物 血清 ハ,

至 ク反應陰性 ナ リキ.

緒 方氏法 ニ依 ラ ンカ,主 抗 原 タル犬 腎髓 質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128迄 反 應 セ リ.牛 及 ビ

家 兎腎髓質 ハ,夫 々結 合帶1:200, 1:100ニ テ1:4及 ビ1:2ナ ル反 應成績 ヲ示 セ リ.之 ニ反

シテ,犬 腎皮質 ハ,結 合帶1:200ニ テ1:16ナ ル 陽性反 應 ヲ呈示 セ リ.更 ニ牛拉 ニ家 兎腎皮 質

ハ,之 等動 物血 清 ト共 ニ,反 應全 ク陰 性 ニ シテ
,血 清抗原 ニ於 テハ,獨 リ犬 ノ結 合帯1:800ニ

テ1:64迄 反 應 セル ヲ見タル ノ ミ.

次 ニ本免疫血清 ヲ,犬 血清 ヲ以 テ,吸 収 シタル後,再 檢 ヲ加 ヘ シ成 績 ハ,第25表 ニ表示 セル

ガ如ク(次 頁參照)

即 チU.氏 法 ニ ヨ レバ,犬 腎 髓質 ハ1:3,200ニ シテ,犬 腎皮質 ハ25%,牛 腎 髓質12%
,家 兎

腎髓質6%ナ ル反應成績 ヲ與 へ,牛 拉 ニ家 兎腎皮質 ハ,犬 血清 ト等 シク,至 ク反 應 ヲ示 サザ リ

キ.

緒 方氏法 ニ ヨラ ンカ,主 抗原 タル犬 腎髓 質 ハ,結 合帯1:400ニ テ1:64迄 反 應陽性 ニ シテ
,

犬 腎皮質 ハ12%ニ,牛 腎髓質拉 ニ家 兎腎髓 質 ハ,夫 々6%,或 ハ3%ナ ル 反應成績 ヲ示 シタ

リ.又 牛及 ビ家 兎腎 皮質 ハ,反 應 全 ク陰性 ナ リキ.
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第25表　 犬血清吸収,抗 犬腎臟髓 質家兎血清ニ於 クル沈降反應(家 兎Nr. E 23)

備 考　 免 疫 血 清:犬 血 清=1.0:0,04ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

第3節　 本章 ノ總括竝ニ考按

余 ハ既 ニ腎臟組織構成蛋 白ニハ,特 異抗原性 ヲ有 シ,種 屬特異性ヲ現 ス ト共 ニ,相 對的 ニ著

明ナル臟器特異性 ヲモ有スルモノナル コトヲ知 レリ.サ レド,這 ハ未ダ腎組織 全體 ニ就テノ檢

索 ヨリ得タル所見 ニシテ,腎 臟組織ノ如ク,之 ヲ皮質及 ビ髓質 ノ兩組織成分 ニ區別 シ得ルモノ

ニ於 テ,其 ノ個々ノ組織 成分ニ就キテ,攻 究 シタル結果ニ據 リシモノニハ非 ラズ.サ レバ本章

ニ於 テ,余 ガ實驗ヲ企圖シタルモノハ,一 ツニ此點 ニ着眼 シタルモノニシテ,其 ノ何 レノ組織

成分 ニ之等特異性ノ根源ヲ藏 セルモノナルヤ,余 ノ知 ラント欲 シタル所 ナ リトス.

依 ツテ,茲 ニ余 ガ記述 セルガ如キ,牛 竝ニ犬腎臟皮質及 ビ髓質免疫血清 ニ就 テ,之 等特異性

ノ根源ニ關 シ,迫 求 シ得タル實驗成績 ノ總括的觀察 ヲ下 サンニ,

即 チ牛腎皮質ハ,髓 質 ト共 ニ抗原性 ニ於テ何等血清學的差異 ヲ認 ムルコ トナシ.這 ハ犬腎臟

ノ兩組織成分ニ於テ亦然 リトス.

牛腎皮質免疫血清ハ,主 抗原 タル牛腎皮質 ニ最 モヨク反應 スルハ勿論,牛 ト最 モ近親ナル山

羊腎臟兩質成分 ヲ始 メトシ,比 較的遠縁ナル犬及 ビ免疫動物タル家兎腎臟 ニモ,反 應度 ニ於テ

差異 ヲ示 ス ト雖モ亦 ヨク反應 セリ.而 シテ茲 ニ現 ハルル反應度 ハ,牛 ニ近縁 ナル程高率ニシテ,

之 ト遠縁 ニナルニ及 ビテ,順 次低下 セリ.然 ルニ茲ニ特記スべキハ,等 シク牛腎皮質免疫血清

ニ對 シテ,反 應スル ト雖 モ,犬 及 ビ家 兎腎臟 中ノ,髓 質組織 ハ,至 ク反應 セザ リシ事實ナ リト

ス.又 山羊腎臟ニ於テ,之 ヲ見ルモ,山 羊腎 皮質 ハ,最 モヨク牛腎皮質 ト反應 セリ.即 チ山羊

腎髓質 ノ牛腎皮質ニ對 シテ反應不良ナルハ之 ヲ歸納推論 セバ,犬 及 ビ家兎腎髓質ノ全 ク反應セ
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ザ ル コ トヲ,明 カニ諒解 シ得べ シ.即 チ動物 ノ種類 ノ異 ナル ニ從 ヒ,腎 組織 蛋白 ニハ,又 自 ラ

差異 ヲ示 スモノナ リ.サ レ ド其 ノ機 能上,同 一官 能 ヲ司 ドル組織 ハ,一 ツノ臟 器ニ ア リテモ,

自 己 卜最 モ ヨク相 似關係 ニアル組織蛋 白 ト,其 ノ血 清學的諸性 質ヲ等 シク スル モノナ リ.故 ニ

牛腎皮質 ハ,等 シク牛 ト近親 ナル山羊腎臟 ニ於 テモ,其 ノ腎皮質 ト先 ヅ最 モ良好 ニ反 應 シ,次

デ髓質 ニ及 ビ更 ニ非近親種動物 タル犬 及 ピ家 兎腎臟 皮質 卜相 反應 シ,遂 ニ後2者 ナル動物 腎臟

髓質 トハ全 ク反應 セザル ニ至 レリ.

以 上ノ此 事實 ハ獨 リ牛腎臟皮質免疫血清 ニ就 キテ認 メラ レタルノ ミナ ラズ.牛 腎臟 髓質免疫

血 清 ニ於 テモ,或 ハ又犬腎臟兩質免疫 血清 ニ關 シテ モ,亦 等 シク予 ノ認 メタ ル事實 ナ リキ.

即 チ以 セヒノ事實 ヨリシテ,先 ニ予 ノ認 識 シ得 タル腎蛋白 ノ臟 器竝 ニ種 屬特異性 ハ,各 々腎兩

質構成蛋 白中ニ獨立 シテ存在 スルモノナ リ.

サ レバ腎 兩質 ニ就 キテ,種 屬竝 ニ臟 器特 異性 ヲ全 ク區分 シ,其 ノ何 レニカ,一 方 ニー ツノ特

異性 ヲ求 ムル コ トハ,全 ク不 可能 ナル コ トナ リ トス.

第7章　 腎臟皮質竝ニ髓質免疫血清 ト同種動物

諸臟器蛋白トノ反應

予 ハ既 ニ本編 第5章 ニ於 テ,牛 竝 ニ海〓 腎臟免疫家 兎血清 ヲ使 用 シ,而 モ檢 スルニ,緒 方氏

抗體稀繹 沈降反應法 ニ據 リテ,同 種動物 諸臟 器蛋 白 トノ間 ニ,發 現 スル反 應度 ヲ檢索 シ以 テ腎

臟 ト諸臟 器構成成分 トノ相關性 ニ就 キテ,攻 究 スル所 ア リキ.即 チ腎臟 免疫血清 ニ對 シテ,多

クノ同種他臟 器組織蛋 白 ガ反應 スル ト共 ニ,腎 ニ最 モ近 キ副反應 ヲ呈示 スル者 ハ,肝 及 ビ肺 ノ

2臟 器 ニ シテ,脾,心,副 腎,睾 丸等 ハ,孰 レモ同價 ニシテ,次 位 ニ來 リ,膵 ニ於 テハ,更 ニ

低位 ニシテ,精 絲竝 ニ水晶體 ハ,相 共 ニ明 カニ,副 反 應 ヲ呈示 スルモ,最 下 位 ニア リキ.以 上

余 ノ得 タル成績 ハ精 絲及 ビ眼水晶體 ノ共 ニ反應陽性 タル以外 ニ於 テハ,之 ヲ先人 ノ業績 ニ對照

スルニ, Forssner14),林81),絹 川50),山 内52)氏 等 ノモノ ト甚 ダ其 ノヨク一致 セルモ ノア リ.

由 是觀 之 ニ腎臟 ハ,諸 種 動物 同名臟器 ニ,共 通性 ヲ有 スル ト想像 セラルル特 異 ナル蛋 白 ノ外 ニ,

同 種動物 他臟 器 ノ多 クノモ ノ ト,共 通性 ノ蛋 白 ヲモ含 有 セルモ ノナル事 ヲ知 リ得 べ シ.更 ニ余

ハ前章 ニ於 テ,腎 組織 ヲバ,皮 質竝 ニ髓質 ノ兩組織 成分 ニ區 分 シ,其 ノ各 々ニ就 キテ
,腎 蛋 白

ノ示 ス特 異性 ヲ檢 索 セ リ.茲 ニ於 テ,余 ハ最 後 ニ,之 等兩質構 成蛋 白 ト同種動 物諸臟 器蛋 白 ト

ノ示 ス反 應度 ヲ攻究 シ,先 ニ得 タル成績 卜比較檢 討 シ,其 ノ何 レノ組 織構成成分 ト,ヨ リ顯 著

ナル近 親性 ヲ有 スル ヤヲ追求 シ,以 テ本編 ヲ結 バ ン ト欲 ス.

サ レバ本 章 ニ於 テハ,曩 ニ第6章 ニ於 テ用 ヒ シ免疫 血清 ニ就 キテ,緒 方氏抗體 稀釋沈降反 應

法 ヲ以 テ,之 ガ檢 索 ヲ遂 グタ リ.
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第1節　 牛腎臟皮質竝ニ髓質免疫家兎血清ニ於ケル實驗成績

第1項　 牛腎臟皮質免疫血清ニ就テノ實驗成績

牛腎臟 皮質免疫Nr. E 2家 兎 血清 ニ就 キテ,同 種 他臟 器蛋 白 ノ示 ス,反 應度 ヲ緒 方氏法 ニヨ

リテ,檢 査 シタルニ,第26表 ニ示 スガ如 キ,成 績 ヲ得 タ リ.

第26表　 抗牛腎臟皮質家兎血清(牛 血清吸収)ト 牛諸臟器 トノ緒方氏沈降反應

(家兎Nr. E 2)

備 考　 免 疫 血 清:牛 血 清=1.0:0,035ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

即 チ吸収 前血清 ニ於 テ ハ,主 抗 原タル牛腎 皮質 ハ,牛 血清 ト其 ノ結 合帯 ヲ同 ジク シ, 1:800

ヲ示 シ1:128迄 ノ陽性 反應 ヲ呈 セ シガ,血 清 ニア リテハ, 1:128(±)ナ ル成績 ヲ示 ス.次 デ

牛 血清 ヲ以テ吸収 ヲ行 ヒタル免疫 血清 ニア リテハ,主 抗 原牛 腎皮質 ハ,結 合帯1:800ニ テ1:64

ノ最 高陽性度 ヲ示 シ,肝 竝 ニ肺臟 ハ,共 ニ25%ナ ル 高度 陽性 ニ反應 シ,脾 ,心,副 腎,睾 丸等

ハ,一 様 ニ12%ニ,膵 臟 ニ至 リテハ,更 ニ低位 ニシテ3%ノ 反 應度 ヲ現 スニ過 ギズ.水 晶體,

血 清 ハ至 ク反應 セズ.

第2項　 牛腎臟髓質免疫血清ニ就テノ實驗成績

牛腎臟髓質免疫Nr. E 60家 兎血清 ニ就 キテ,沈 降反應ヲ檢索 セシニ,第27表 ノ如ク
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第27表　 抗牛腎臟髓質家兎血清(牛 血清吸収)ト 牛諸臟器 トノ緒方氏沈降反應

(家兎Nr. E 60)

備 考　 免 疫 血 清:牛 血 清=1.0:0.025ノ 比 ニテ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

吸収前 ニハ主抗原 タル牛腎髓質 ハ,結 合帯1:800ニ テ1:128迄 反 應 シ,牛 血清 ハ,牛 腎髓

質 ト,其 ノ結合帯 ヲ等 シク スル モ1:128(±)ナ ル反應度 ニ過 ギズ.牛 血清 ニ ヨル吸収 後 ノモ

ノニ於 テハ,主 抗原牛腎髓質 ハ,依 然 トシテ結合帯 價 ヲ變 更 スル コ トナク
, 1:64ノ 最 高陽性

度 ヲ示 シ,肝 竝 ニ肺臟 ハ,最 高副反應 率タ ル50%ニ,脾,心,副 腎,睾 丸 等 ハ,等 シク, 25%,

膵 臟 ハ遙 ニ低位 ニ シテ,唯6%ヲ 示 シ,眼 水 晶體1.5%ニ 反 應 可能 ナル モ,血 清 ハ至 ク反 應陰

性 ニ了ル.

第2節　 犬腎臟皮質竝ニ髓質免疫家兎血清ニ於 ケル實驗成績

第1項　 犬腎臟皮質免疫血清ニ就テノ實驗成績

犬腎臟皮質免疫Nr. E 64家 兎 血清 ニ就 キテ,同 種 他臟 器蛋 白 ノ示 ス反 應度 ヲ,抗 體 稀繹法

ニ ヨリ,檢 査 シタルニ,第28表 ニ見 ルガ如 キ,成 績 ヲ得 タ リキ.
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第28表　 抗犬腎臟皮質家兎血清(犬 血清吸収)ト 犬諸臟 器 トノ緒方氏沈降反應

(家兎Nr. E 64)

備 考　 免 疫血 清:犬 血 清=1.0:0,03ノ 比 ニ テ 吸収 ヲ行 ヘ リ

即 チ吸収 前 ノ免疫 血清 ニ對 シテハ,主 抗 原タル犬 腎皮質 ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128(±)迄

反 應 シ,血 清 ハ結合帶1:800ニ テ1:64迄 ノ陽性 ヲ示 ス.而 シテ吸収後 ノ本免疫 血清 ニ於 テハ,

犬 腎 皮質 ハ,結 合帶1:400ナ ル 同價 ニテ1:64ノ 最 高陽性度 ヲ呈示 シ,肝 及 ビ肺臟 ハ, 25%ニ

脾,心,睾 丸 ハ,相 共 ニ12%ニ,膵 臟 ニ至 リテハ, 3%ニ 反 應 シ,水 晶體竝 ニ血清 ハ全 ク反 應

セザ リキ.

第2項　 犬腎臟髓質免疫血清ニ就テノ實驗成績

犬腎臟髓質免疫Nr. E 23家 兎血清 ニ就 キテ,同 種動物諸臟器 ノ現 ス沈降反應 ヲ,緒 方氏抗

體稀繹法 ニヨリテ,檢 査 シタル成績 ハ,第29表 ノ如 シ.(次 頁参照)

同種血清 ニヨル吸収前ノ免疫血清ニ於 テハ,主抗原タル犬腎髓質ハ,結 合帶1:400ニ テ1:128

(〓)迄 反反 シ,血 清ハ結合帶1:800ニ テ, 1:64マ デ陽性 ナル成績 ヲ示 ス.而 シテ犬血清 ヲ以

テ,吸 收後 ノ免疫血清 ニ對 シテハ,犬 腎髓質ハ,其 ノ呈示 スル結合帶價ヲ變更 スルコ トナクシ

テ1:64ノ 最高陽性度 ヲ示 シ,肝 及 ビ肺臟ハ,相 共ニ50%ニ 陽性 ニシテ脾,心,睾 丸等ハ,少

シク其 ノ現 ス反應度 ヲ低減 シ25%ニ 於テ反應 ス.膵 臟 ハ更 ニ低劣ニシテ唯6%ニ,水 晶體 ニ至

リテハ,尚 ホ其 ノ反應度 ヲ低下 シ來 リ1.5%ノ 陽性度ニ於テ,反 應發現 セリ.血 清 ヲ抗原 トセ

ンカ,這 ハ全ク陰性 ニ了 レリ.
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第29表　 抗犬腎臟髓質家兎血清(犬 血清吸収)ト 犬諸臟器 トノ緒方氏沈降反應

(家兎Nr. E 23)

備 考　 免 疫 血 清:犬 血 清=1.0:0,04ノ 比 ニ テ 吸 収 ヲ行 ヘ リ

第3節　 本章ノ總括竝ニ考按

余 ガ牛及 ビ犬腎臟皮質竝ニ髓質免疫血清ニ就キテ,抗 原及 ビ抗體 ノ量的關係 ニ顧慮ヲ拂 ヒ,

檢スルニ緒方氏法ヲ以テシ,同 種動物諸臟器蛋白ノ示 ス反應度ヲ攻究 シテ,得 タル敍上 ノ實驗

成績 ヲ茲ニ總括觀察スルニ,吸 収前ノ免疫血清ニ於 テハ,血 清抗原 ハ當該動物腎臟 ノ兩質免疫

ニ對 シテ,主 抗原殆 ド等 シキカ,或 ハ同程度ニ反應ス.而 シテ血清ニヨリテ,吸 収ヲ行ハ ンカ,

血清抗原ニヨル反應ハ,遂 ニ顯出 シ得ザルニ至ル ト共ニ,主 抗原 ニ於テモ亦其ノ呈示 セル反應

陽性度 ヲ低下シ來ル.然 レドモ,主 抗原 ニヨル反應成績ハ,依 然 トシテ最高度 ヲ發揮 シ,特 異

抗原性 ヲ示ス,蛋 白ノ含有セルヲ指示ス.

牛及 ビ犬腎臟皮質免疫血清ハ,夫 々主抗原タル牛或ハ犬腎臟ノ皮質 ト最モヨク反應スル ト同

時ニ,多 クノ同種動物他臟器 トモ種々ナル程度ニ於テ反應スル モノニシテ,這 ハ獨 リ皮質免疫

血清ニ於テノミニ認ムル モノニ非ラズシテ,腎 髓質兎疫 血清ニ就キテ,檢 スルモ亦然 リ.

然 レドモ,等 シク反應スル ト雖 モ,其 ノ反應度ニ至 リテハ,自 ラ組識構成成分ニ差異アル ト

同様ニ,明 カニ懸隔 アリテ,後 者ナル腎髓質免疫血清ハ,特 ニ同種動物他臟器 ト著明ニ反應 ス.

這ハ,殊 ニ水晶體ノ如キ臟器 ノ腎皮質発疫血清ニ對 シテ,全 ク反應 セザルニモ拘 ラズ,腎 髓質

免疫血清ニ對 シテ反應スルヲ以 テシテモ,其 ノ一端 ヲ窺知 シ得べケン.
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腎皮質,或 ハ髓質免疫血清 ト,多 クノ同種動物他臟器 ガ相反應スルモ,之 等ニ對 シ最 モ近キ

副反應 ヲ呈示スルモノハ,肝 竝ニ肺臟 ニシテ,次 デ脾,心,副 腎,睾 丸 ハ,同 價 ヲ以テ之ニ亜

ギ,膵 臟ハ,更 ニ低劣ニ作用 シ,水 晶體ニ至 リテハ,髓 質ニノ ミ反應可能ニシテ,腎 皮質 トハ

全 ク相反應セズ.要 之腎組織 中ニハ,同 種動物他臟器 ト血清學的 ニ抗原性 ヲ共有 スル蛋白ヲ含

有スル モノナル コトヲ明示シ,而 モ腎髓質ニ於テ特ニ其ノ含有量 ノ顯著ナルモノアルヲ知 リ得

タリ.

即 チ更 ニ一歩進 メテ,論 ズルナレバ,腎 臟ハ一方諸種同物同名臟器ニ,共 通性ヲ有スル ト思

考 セラルル特異ナル蛋白ノ外ニ,種 屬特異性 ヲ呈 シ,同 種動物他臟 器ノ多クノモノト,共 通性

ノ蛋白ヲモ含有 シ,腎 臟蛋白ガ少 クトモ之等蛋白ノ合成體ナルハ,想 像 シ得 ラルル所 ナリトス.

第8章　 本編 ノ總 括 竝 ニ結論

余既 ニ各章ニ於ケル實驗成績ニ就キテハ,考 按 ヲ加 フル所ア リ,茲 ニ更 メテ再説スルノ要ナ

カルべシ.今 本編ヲ完結セン トスルニ當 リ,予 ガ所論 ノ要點ヲ明 カニシ以テ結辭 トセン.

各種抗腎藏血清ハ,常 ニ主抗原 タル動物腎臟 ト最 モ強ク且顯著ニ反應 シ,動 物學的ニ極メテ

近親關係ニアルモノ ト雖モ,勿 論其ノ呈示スル反應度ハ,主 抗原動物腎臟ニ對比センカ,之 ニ

及バザル事遠 ク,更 ニ其 ノ近縁性 ノ相去ル事甚ダシキニヨリ,其 ノ反應陽性度ハ著 シク劣ルベ

シ.然 レドモ,又 他方動物學 上可成 リ著明ニ相隔 リタル哺乳動物間,又 ハ之 ト至ク綱目ヲ異ニ

スル鳥類腎臟抗原間ニモ,血 清ニ對スル反應度 ヲ超越 シ,或 ハ血清間ノ反應全ク陰性 ナルニモ

拘 ハラズ相反應シ得べシ.由 ツテ之等ノ諸點 ヨリ考察スル ニ,腎 臟 構成蛋白ハ,種 屬特異性 ト

共ニ相對的ニ著明ナル臟器持異性 ヲモ有スルモ ノナル事ヲ認 メ得ベシ.

次ニ抗腎臟 免疫血清 ヲバ,同 種動物腎臓ニテ吸収センカ,腎 臟 ニ對 スル反應ハ,全 ク消失ス

ル ヲ以テ,腎 臟ガ特異性 ヲ示 ス蛋白ヲ含有スル コトハ明白ナ リ.

同種血清ニテ吸収法 ヲ行 ヒ,血 清成分ノ影響 ヲ除外シタル血清ニ於テハ,腎 臟 ハ勿論最高位

ニ反應スル ト同時ニ同種動物 他臟器 ノ多 クノモノ ト.モ種々ナル程度ニ反應 シ,腎 臟 ガ上述 ノ特

異性蛋白ノ外 ニ同種 他臟器 ト血清學的ニ抗原性 ヲ共有スル蛋白ヲモ含有スルコ トハ明 カナ リ.

腎臟 ハ,之 ヲ皮質及 ビ髓質ニ區分スル ト雖モ,抗 原性ニ於テハ,何 等 ノ差異 ヲ呈示 スル コト

ナク,又 各自獨立シテ,先 ニ腎臟全體 トシテ呈示 セル特異性ヲ發現スルモノナ リ.

腎臟兩質ハ,動 物學上可成 リ相隔 リタルモノノ間ニ於テモ,其 ノ機能上相似關係 ニアルモノ

ハ,特 ニ然ラザルモノヨリ,著 明ナル近親度 ヲ呈示 シ,之 ヲ更ニ同種動物他臟器 トノ近親度ニ

就キテ觀察 センカ,腎 髓質ハ皮質 ヨリ其 ノ強 キヲ認 メ得べ シ.

結 論

1)腎 臟,蛋 白ハ抗原性 ヲ有 シ,種 屬特異性 ヲ呈示スル ト共ニ相對的ニ著明ナル臟器特異性
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ヲ示ス.

2)腎 臟ハ腎臟ニ特異ナル蛋白ノ外 ニ,同 種他臟器 ト血清學的ニ共通抗原性 ヲ有スル蛋 白ヲ

含有ス.

3)腎 臟皮質及 ビ髓質 ハ,共 ニ抗原性ニ於テハ,何 等ノ差異ヲ有スル コトナク,而 シテ各々

獨立 シテモ亦,ヨ ク種屬待異性 ヲ示 ス ト共ニ相對的 ニ著明ナル臟器待異性 ヲ呈示 ス.

4)腎 臟免疫血清ニ對 シテ,肝 及 ビ肺臟蛋白ハ,腎 臟蛋白ニ最 モ近キ副反應ヲ呈 シ,精 絲竝

ニ水晶體蛋 白モ亦明カニ反應 ス.

5)斯 クノ如キ同種他臟器 ハ,腎 臟髓質蛋白 ト著明ニ反應 シ,腎 臟皮質蛋白 トハ前者ノ1/2ニ

反應スルニスギズ.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ,懇 篤ナル御指導 ト御校閲 トヲ賜ハリタル恩師緒方教授ニ,謹 ミテ衷心感謝 ノ意 ヲ表

ス.

(本論文 ノ要旨ハ昭和6年11月19日 第340囘 岡山醫學會通常會ニ於テ發表セ リ)
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